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な
親
子
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を
築
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2019年度 中部大学後援会

「役員会・評議員会」
2018年度事業報告／2019年度事業計画／
2019年度後援会役員・評議員名簿／後援会会則

「父母との集い」ご案内

My Campus Life

Chubu University Topics

中部大学新穂高山荘のご案内

中部大学のキャリア支援

先輩からの就活アドバイス

留学・海外研修 国際交流バックアップ

中部大学でつくるかけがえのないつながり

クラブ＆サークル紹介

ゼミ紹介

父母インタビュー 信じる覚悟と揺れる思い

学生インタビュー 中部大生に聞きました！

　
こ
の
度
、神
谷
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
足
立
で
す
。謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。私
は
春

日
井
市
の
職
員
と
し
て
、産
学
官
連
携
の
実
施
や
報
酬
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
る
な
ど
、中
部
大
学
と
長

年
に
わ
た
り
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
経
験
か
ら
、中
部
大
学

に
は
非
常
に
親
切
で
気
さ
く
な
先
生
が
多
い
印
象
を
持
っ
て
い

ま
す
。後
援
会
の
役
割
は
、学
生
た
ち
が
学
業
に
専
念
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
の
支
援
が
主
で
す
が
、先
生
方
と
学
生
、

保
護
者
と
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
に
も
あ
り
ま
す
。皆
様
の
ご

自
宅
に
も
本
誌「
信
頼
」や
中
部
大
学
通
信「
ウ
プ
ト
」を
お

届
け
し
て
い
ま
す
が
、大
学
や
先
生
の
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い

う
点
で
は
大
切
な
教
材
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
読
む
こ
と
は
子
ど

も
を
大
学
に
通
わ
せ
て
い
る
親
の
務
め
だ
と
思
い
ま
す
。最
後

に
、自
己
紹
介
を
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。私
は
根
っ
か
ら

の
仕
事
人
間
で
す
が
、年
に
数
回
、家
族
で
旅
行
に
も
行
き
ま

す
。そ
の
結
果
、子
ど
も
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、良
好
な
関

係
を
保
て
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。好
き
な
言
葉
は「
人
生

選
択
」。尊
敬
す
る
人
は
日
本
電
産
の
創
業
者
、永
守
重
信
氏
。

子
育
て
の
モ
ッ
ト
ー
は
干
渉
し
な
い
こ
と
。こ
の
よ
う
な
私
で
す

が
、後
援
会
活
動
に
精
一
杯
尽
力
す
る
所
存
で
す
。皆
様
方
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
援
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
ク
ラ
ブ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
課
外
活
動
、教
育
・
研
究
に
係
る
図
書
整
備
、就
職
支
援

行
事
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。現
在
、本
学
は
7
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
、

1
万
人
を
超
す
学
生
が
学
び
、「
不
言
実
行 

あ
て
に
な
る
人
間
」

の
建
学
の
精
神
の
も
と
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。教
育
の
成
果
の

表
れ
と
し
て
、本
学
の
学
生
に
対
し
て
、昨
年
度
1
万
8
5
6
4

社
の
求
人
が
あ
り
ま
し
た
。売
り
手
市
場
と
い
う
追
い
風
で
は
あ

り
ま
す
が
、本
学
へ
の
求
人
件
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

入
試
出
願
状
況
と
し
ま
し
て
は
、2
万
1
6
3
3
人
の
志
願
者

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
志
願
倍
率
は
8
・
3
倍
。定
員
割
れ
に
頭

を
悩
ま
す
大
学
が
多
い
中
、本
学
は
追
加
合
格
を
出
す
こ
と
な

く
、多
く
の
学
生
が
入
学
し
て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
結
果
は

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
く
の
方
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き
、大
学

と
し
て
成
長
し
続
け
て
い
る
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。5
3
8
人
の

専
任
教
員
と
、2
9
2
人
の
専
任
職
員
で
学
生
と
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
通
し
て
、本
学
の
教
職
員
と
学
生

が
、7
万
8
0
0
0
人
の
卒
業
生
と
と
も
に
、一
体
感
を
強
め
て

「
中
部
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
」を
形
成
し
、日
々
成
長
を
続
け
て
い
ま

す
。後
援
会
の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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表紙:
将棋部 部長　
伊藤 綾哉 さん（左）
経営情報学部 経営総合学科3年

将棋部所属　
長瀬 仁哉 さん（右）
経営情報学部 経営総合学科3年　

足あ
だ
ち立 

憲の
り
あ
き昭

中
部
大
学
後
援
会 

会
長

石い
し
は
ら原 

修お
さ
む 

先
生

中
部
大
学 

学
長

後
援
会
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
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このままだと単位を
落としてしまいそう…

人付き合いが
うまくなりたい…

レポートの書き方が
わからない

アルバイトをしても
生活が厳しい…

授業が難しすぎる…

将来、自分が
何をやりたいのか
わからない…

いい出会いがない…

大学院に進もうか
迷っている…

SNSに疲れた…

授業中、眠くて
勉強に身が入らない…

学生サポート
最前線

保護者必見！

特 集

社会へ羽ばたく前の自分と向き合う大切な時期でもある学生生活。勉強、友人関
係、就職、恋愛…、ジャンルは違っても、大小問わず悩みを抱えているのが大学生
です。ただ、親という立場で話を聞いてあげることはできても、干渉するのは得策で
はありません。そんなときは、一歩引いた気軽に話せる第三者の存在を頼ってもよ
いのではないでしょうか。中部大学では学生たちのさまざまな気持ちに寄り添い、
サポートする場所を設けています。
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中
部
大
学
の

包
容
力

中
部
大
学
で
は
、学
生
た
ち
が
4
年
間
の
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
用
意
し
て
い

ま
す
。学
習
意
欲
を
高
め
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
も
ち
ろ
ん
、留
学
や

語
学
学
習
、就
職
活
動
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
、さ
ら
に
心
の
ケ
ア
ま

で
行
い
、学
生
た
ち
の
笑
顔
が
輝
く
、い
き
い
き
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

学生支援課

キャリア支援課

キャリア支援課では、「気づき」を与え、社会で活躍するためのスタート
につながる就職支援を行っています。

学生生活で困ったら、
まずは「学生支援課」へ。
「一人暮らしを始めて住所が変わった」、「クラブ
活動について聞きたい」など、学生生活に関する
報告や相談は、不言実行館4階の学生支援課を
訪ねるようにおすすめください。また、悩みや心
配事などについては、学生相談室で臨床心理士
の資格を持つ専門のカウンセラーがマンツーマ
ンで相談に対応しています。

就職は「ゴール」ではなく、「スタート」。 詳細は
P.09～14を
ご覧ください。

学生生活

キャリア
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保健管理室

学習支援室

保健管理室

国際センター

留学制度が充実している中部大学。さらに世界各国から留学生が多く
集まるため、キャンパス内での国際交流も盛んです。

身体面から心のケアまで
健康な生活をサポート。

学業や成績の相談にも
親身に対応しています。

学生が健康的に大学生活を送れるように健康管
理をサポートするのが保健管理室の役割です。急
な体調不良やケガの際には応急手当を行い、希
望や相談に応じて周辺の病院も紹介します。また、
近年、睡眠時間の不足を感じる学生が多いことか
ら、2017年には、睡眠に関する悩みや不安の相談
に応える睡眠相談室を開設しました。

授業や成績に関する問い合わせを受け付けて
いる教務支援課では、各種証明書（成績・在学・
卒業・卒業見込）の発行も行っています。もし、授
業が難しくてついていけないなど、学習方法で
困っている場合は、学習上の疑問を聞くことがで
きる学習支援室をおすすめください。各科目の
担当教員が親切・丁寧にサポートします。

世界で、キャンパスで、グローバルな視野を磨く。 詳細は
P.15～16を
ご覧ください。

健康

学習

国際交流
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学
生
生
活

学 生 支 援 課

大
学
生
に
な
る
と
、高
校
生
に
比
べ
て
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
決
め
る
と
い
う
責
任
が
大
き
く
な
り
ま

す
。ま
た
、充
実
し
た
生
活
を
送
ろ
う
と
思
う
と
、

自
主
性
や
積
極
性
も
必
要
で
す
。た
だ
、物
事
を

決
め
る
と
な
る
と
、悩
み
や
と
ま
ど
い
、不
安
な
ど

も
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。中
部
大
学
で

は
、そ
う
し
た
学
生
生
活
の
心
配
事
に
対
し
て
各

種
窓
口
を
設
け
て
応
じ
て
い
ま
す
。

大学生活では、必要な情報は自分自身で積極
的に取りに行くことが大切です。そのためにも
学生の皆さんには常に自分で考え、行動する
姿勢を身につけてほしいと思います。学生支援
課に寄せられる相談は多岐にわたり正解の無
い場合が多いです。だからこそ、真摯に学生の
声に耳を傾け、相手を尊重し、時には学生の許
可を得た上で関連部署や指導教授と情報を共
有しながら、本人にとって最善のアドバイスが
できるよう心がけています。学生の皆さんがよ
り充実した学生生活を送れるよう支援いたしま
すので、気軽にお尋ねください。

学生教育部 学生支援課 

小鹿 正貴

本学では、目的・条件ごとに5つの給付型奨学金制度（支援金含む）
と3つの貸与型奨学金制度を設けています。奨学金ごとに性質や
申請時期・条件が異なりますので、詳しくは入学時に配付しました
冊子（CAMPUS LIFE）でご確認いただき、不明な点があれば学生
支援課までお問い合わせください。

Q 日本学生支援機構の奨学金のほかに
中部大学独自の奨学金はありますか？

学生生活の中心は言うまでもなく、正課教育（授業）を通じての自己
研鑽ですが、クラブ活動や大学が主催する各種行事・プログラム、ボ
ランティア活動といった課外活動に参加することにより、協調性、
公共心、自発的研究心等が育まれることが期待できます。充実した
学生生活の捉え方は学生ごとに異なりますが、学生支援課では各
学生の求めに応じ、課外活動について紹介を行なっています。

充実した学生生活を
過ごしてもらいたいと願います。
どうしたら良いでしょうか？Q

日中、学生が学内で活動している時間内に警務員を配置し、犯罪
抑止のため学内を巡視しています。また、学生支援課では「安心・
安全な学生生活を送るためのキャンパスづくり」を目標に掲げ、学
生からの意見を参考にしながらキャンパスの整備に取り組んでい
ます。自然災害への備えとしては、年に１度、学内で防災訓練を実
施するとともに全学生に緊急時の対応マニュアル「安全の手引」を
配付し、防災意識の向上を図っています。なお、万が一大規模災
害が発生した際には避難所の開設・備蓄品の配布を行い、学生の
安全を確保します。

学内の安全対策および自然災害時の
大学の対応について教えてください。Q

職員から一言

05



「もっと学びたい」という意欲に応えてくれる場所。

学 生 相 談 室

コ モ ン ズ セ ン タ ー

コモンズセンターは、学びの場でありながら居心地の良さを追

求した、さまざまな用途に利用可能なスペースです。学生が自由

に集い、自由な発想で使用できる、いわば学生みんなの「居間」

のような場所です。コモンズセンターは運営も学生が主体。イン

ターンシップの位置づけで、学生が「コモンズサポーター」とし

て就業しており、利用者との調整役にあたります。また、コモンズ

センターには、教職員による「コモンズコンシェルジュ」が学生の

主体性を尊重しながらアドバイスやヒントを提供しています。た

とえば、「授業の遅れを取り戻したい」、「毎日に楽しみを見つけ

たい」、「企画を立ち上げ、仲間と活動したい」といった相談に応

じています。

 場所
不言実行館2・3階

 場所
キャンパスプラザ3階

 利用時間
授業日・補講日・期末試験日 ： 平日午前9時～午後9時（土曜日は午後5時まで）

上記以外の期間 ： 午前9時～午後5時

 受付時間
月曜日～金曜日 午前9時～午後5時

学生相談室は、学生生活

上の問題や心配事、悩み

を気軽に相談できる場所

です。臨床心理士、公認

心理師資格を持つ専門

のカウンセラーが相談に

乗り、より充実した学生生

活を送るためのサポート

をしています。個別面談

に加えて、年に数回、自己理解を深め、よりよいコミュニケー

ションを行うために役立つ心理教育プログラムも開催されて

います。

専門家からメッセージ

コモンズサポーターの皆さん

近年は、悩んだり、迷ったり、じっくり考えたりと
いった、直接すぐに役に立たないことを軽んじ
る風潮があるように思います。しかしそのこと
が、現代の若者の生き方を難しくしているよう
に感じます。青年期（大学生）は、親子関係に
おいて子育ての仕上げに差し掛かった貴重な
時期です。保護者の皆様には、お子様の「よい
聞き手」になっていただけたらと思います。最
後まで子どもの話を「共感的に聞く」ということ
は、実は結構エネルギーの要ることだと思いま
すが、親に「聞いてもらえた体験」は生きていく
上での大切な礎になると思います。

健康増進センター学生相談室 室長 准教授

佐藤 枝里

カウンセラー 渡邉素子先生
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健
康

学
生
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
し
っ
か
り
学
習
す

る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
健
康
で
あ
る
こ
と

が
大
前
提
で
す
。し
か
し
、最
近
で
は
心
身
に
関

す
る
健
康
の
相
談
や
、生
活
が
不
規
則
に
な
っ
て

不
眠
・
過
眠
を
訴
え
る
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

中
部
大
学
で
は
、学
生
お
よ
び
教
職
員
が
健
康
な

毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
心
身
両
面
か
ら
支
援
し

て
い
ま
す
。

睡 眠 相 談 室 保 健 管 理 室

保健管理室では、学生が来室しやすい開
かれた環境づくりを心がけています。健
康的な大学生活を送るために保護者の
皆様からも、学内で毎年1回実施する健
康診断は必ず受診するようお伝えくださ
い。また、保健管理室から連絡があった場
合は必ず来室すること。さらに、学生が寮
生活や下宿をしている場合は、緊急時に
備えて本人に「健康保険証」をお渡しくだ
さい。何か心身の健康問題で困ったこと
があったら、保健管理室へ行ってみたらと
お伝えいただくようお願いします。

社会の夜型化やライフスタイルの多様化
により、睡眠・覚醒のリズムが不規則にな
る学生が増えています。大学生を対象と
したソーシャルメディアの利用時間と睡
眠障害の調査では、その利用時間の延長
により睡眠障害の程度が重症化したこと
が示されています。希望をもって大学に入
学したのに、睡眠が原因で学業に専念で
きず、また退学することの無いように、睡
眠からアドバイスすることが睡眠相談室
の役割です。睡眠相談室では、保護者の
方の睡眠相談も受けています。

保健管理室

西口 喜代
生命健康科学研究所 特任教授／睡眠相談室 室長

宮崎 総一郎

保護者の皆様へお願い専門家から一言

急な体調不良やケガの応急処置、健康管理や病院の紹

介、また年1回全学年の健康診断を行い、結果から必要

な助言や指導を行っています。窓口に相談があった場合

は、本人が苦痛に感じている症状や内容を聴きとって一

緒に解決策を探します。必要があれば、学内の担当者と

連携を図ったり、専門の医療機関を紹介します。

いつも眠い、講義中に寝てしまう、イライラするなど、睡眠

不足に関係した相談がよく見られます。長距離通学、夜

のアルバイト等が主な理由です。相談には、起床時間、

昼間の眠気、就寝時間等の日誌をつけることを勧めて、

睡眠・覚醒リズムが整うように学生と対話しながらアドバ

イスしています。
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時
間
割
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
た
高
校
ま

で
と
は
違
い
、大
学
で
は
、受
講
す
る
授
業
を
自

ら
選
択
し
て
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。自

由
に
選
べ
る
一
方
で
自
己
管
理
が
重
要
に
な
り
ま

す
。同
時
に
、授
業
内
容
が
理
解
で
き
な
い
と
い
っ

た
困
り
ご
と
の
解
決
に
も
、自
ら
の
意
思
と
行
動

が
必
要
で
す
。そ
う
し
た
と
き
の
学
習
面
の
相
談

窓
口
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

学 習 支 援 室 教 務 支 援 課

近年、悩みや迷いが生じたときに、周りの
意見にあまり耳を傾けず、大学での学び
や成長の可能性を自分から閉ざしている
学生が多いように感じます。教務支援課で
は、最適な解決方法を見つけてもらえるよ
うに、時間と回数を重ねて話をして、できる
だけ多くの選択肢について一緒に考えるよ
うにしています。学習面での悩み事があれ
ば、小さなことでもまず教務支援課を訪ね
るようにお伝えいただければと思います。
また、学習面以外でも、適切な窓口や施設
を紹介しますので、まずはご相談ください。

学生がそれぞれの教科に興味を持って意
欲的に励めるように、テキスト、プリント、
参考書等を用いて、理解度を高めるよう
にしています。紙を用いて説明すると、ほ
とんどの学生は説明に用いた用紙を喜ん
で持ち帰ります。大学教育では、一般教養
を含めた幅広い知識とそれぞれの分野に
おける基礎学力の習得が重要です。覚え
るだけでなく理解して身につけた学力は
一生使えます。学問の面白さ、問題解決
の達成感を味わい、自ら考える能力の育
成を大切にしています。

教務支援課

大津 奈葵和
工学部 応用化学科 教授／学習支援室（化学担当）

安藤 文雄

職員から一言教員から一言

学生にとってよりよい学習環境を提供することを一番に心が

け、履修申告に関する支援から、休講・補講の情報提供や講

義室管理等授業運営に関すること、期末試験終了後の成績

発表や保証人宛ての成績通知書の送付まで、様々な形で修

学を支援しています。さらに、各種資格取得に関すること、在

学生・卒業生の各種証明書の作成も行っています。また窓口

では、履修や授業、学習についての相談にも対応しています。

基礎教育でつまずくと、その後の専門教育も十分な効果を

上げることができません。学習支援室は、基礎科目の学力

向上を支援するために、「数学・英語・物理・化学」の4科目

について学習相談に応じています。担当教員が学生一人

ひとりに合わせてきめ細かく指導するため理解が深まり、

学習に前向きに取り組めるようになります。

学
習
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キ
ャ
リ
ア
支
援

中
部
大
学
の

学
内
企
業
説
明
会

入
学
直
後
か
ら
卒
業
ま
で
、４
年
間
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
支
援
す
る

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、就
職
に
関
す
る
指
導
だ
け
で
な
く
、学
生
一
人
ひ
と

り
が
、「
生
き
方
」と「
働
く
こ
と
」に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
３
年
次
に
は
、年
間
を
通
し
て
自
己
発
見
・
業
界
理

解
・
面
接
対
策
な
ど
を
行
い
、就
職
活
動
に
向
け
た
準
備
を
整
え
ま
す
。こ
こ
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
制
を
紹
介
し
ま
す
。

昨年度、学内企業説明会

に参加した企業に卒業生

693人が就職しました。つ

まり、卒業生全体の約3分

の1が就職しているという

実績です。ここでは、説明

会に参加された企業の人

事担当者と学生の声をまと

めました。

電
子
情
報
工
学
科

　

興
味
の
あ
る
企
業
を
調
べ
て
か
ら

説
明
会
に
臨
ん
だ
た
め
内
容
が
頭
に

す
っ
と
入
り
ま
し
た
。ま
た
、事
前
に

調
べ
て
い
な
か
っ
た
企
業
で
も
、人
事

の
方
の
説
明
を
聞
く
こ
と
で
、企
業

選
び
の
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
、法
人
を
お
客
様
と
し
て
、フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
を
主
と
す
る
産
業
車
両
及
び
物
流
シ
ス
テ

ム
の
販
売
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
企
業
。営
業
ス

タ
イ
ル
は「
モ
ノ
売
り
」で
は
な
く
、効
用
を
促
進

し
て
い
る
会
社
で
す
。B
to
B
の
場
合
、ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、そ
こ
で
働

く
卒
業
生
を
訪
問
し
、自
分
の
目
や
肌
で
確
か

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得

ら
れ
る
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、企
業
や
工
場
な

ど
を
訪
れ
て
直
接
話
を
聞
く
と
、訪
問
前
と
は

企
業
に
対
す
る
感
じ
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。当
社
は
積
極
的

な
企
業
訪
問
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
会
社
を
訪
問
し
、

自
分
な
ら
で
は
の
感
覚
を
大
切
に
。

　

複
数
の
学
生
さ
ん
と
お
話
し
ま
し
た
が
、中

部
大
生
は
真
面
目
で
素
直
な
方
が
多
い
印
象
で

す
。就
職
活
動
は
人
生
の
大
勝
負
。悔
い
の
な
い

よ
う
、企
業
の
良
い
面
も
悪
い
面
も
徹
底
的
に

リ
サ
ー
チ
し
て
、自
信
を
持
っ
て
自
ら
選
択
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
説
明

会
で
、直
接
聞
い
て
集
め
る
情
報
は
貴
重
で
す
。

多
く
の
材
料
を
揃
え
て
熟
考
し
た
上
で
、「
こ
こ

で
働
き
た
い
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
。当
社
は
国
内
外
に
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、暮
ら
し
を
支
え
る
企
業
で
す
。目
的
意

識
の
高
い
方
に
は
活
躍
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
溢
れ
た
方
と
共
に

働
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

企
業
を
深
く
知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
、

大
い
に
生
か
し
て
取
捨
選
択
を
。

情
報
工
学
科

　

ま
だ
明
確
に
決
ま
っ
て
い
な
い
自

分
の
軸
を
見
つ
け
る
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
企
業
の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

話
を
聞
く
と
、自
分
の
想
像
以
上
に

幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
た
り
、実
際

に
聞
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
話
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

建
築
学
科

　

事
前
に
企
業
情
報
を
調
べ
て
か

ら
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
の
で
、深
掘
り

し
た
い
点
を
質
問
で
き
て
す
っ
き
り

し
ま
し
た
。学
内
で
の
説
明
会
は
学

外
に
比
べ
て
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

し
、時
間
を
効
率
的
に
使
え
る
の
で

助
か
り
ま
す
。

企業様からのメッセージ

参加企業5つの特徴

参加企業の全てが、中部
大生に対する採用意欲
が非常に高い。

卒業生が多数在籍し、一
般社員や管理職、経営者
として活躍している企業
が多い。

ものづくり・サービス・金
融・公務員など、参加企
業の業種が豊富。

大手企業のみならず、優
良企業の参加が多い。

開催日数・参加企業数が
多い。（今年の3月は7日
間開催し、610社が参加）

1

2

3

4

5

参加した
学生の

コメント

ト
ヨ
タ
L
&
F
中
部
株
式
会
社

総
合
企
画
部 

採
用
担
当
　
丸
山 

様

日
本
通
運
株
式
会
社

中
部
重
機
建
設
支
店 

管
理
課
　
山
田 

様
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自
分
な
り
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が

問
題
の
発
見
・
解
決
に
つ
な
が
る
。

何
事
も
前
向
き
に
取
り
組
む
た
め
の

や
る
気
を
重
要
視
。

リ
ン
ナ
イ
精
機
株
式
会
社

管
理
部 

総
務
課
　
名
倉 

様

フ
ジ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
本
社
株
式
会
社

人
事
部 

人
事
課
　
青
木 

様

現
代
教
育
学
科

　

仕
事
を
す
る
上
で
重
視
す
る
の

は
職
場
の
人
間
関
係
で
す
。企
業
の

方
と
直
接
話
す
こ
と
で
、そ
の
方
の

人
柄
や
職
場
の
雰
囲
気
ま
で
伝
わ
っ

て
く
る
の
が
こ
の
説
明
会
の
魅
力
。

志
望
す
る
企
業
を
絞
る
こ
と
が
で

き
、目
標
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
生
物
科
学
科

　

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
方
か
ら
仕

事
の
や
り
が
い
や
辛
い
こ
と
な
ど
本

音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、自
分
が
今

ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
に
関
す
る

仕
事
が
、や
っ
ぱ
り
自
分
の
進
み
た

い
道
な
の
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

国
際
学
科

　

企
業
の
方
が
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
な

く
、就
活
の
不
安
に
も
親
身
に
相
談

に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、今
後
の
活
動

に
生
か
せ
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。説
明
会
に
は
絶
対
参
加

す
べ
き
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

中部大学では、卒業生全員が就職内定を獲得で
きるようサポートしています。不明な点や相談があ
れば、キャリア支援課を活用するようにお伝えくださ
い。また、複数企業から内定を得た場合もキャリア
支援課へご相談ください。

　

学
生
さ
ん
と
直
接
触
れ
合
え
る
こ
の
説
明
会

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
機
会
で
す
。リ
ン
ナ
イ
の

名
前
を
知
っ
て
い
て
も
リ
ン
ナ
イ
精
機
を
知
っ
て

い
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、ア
ピ
ー
ル
が
で

き
る
貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。当
社
は
モ
ノ

づ
く
り
の
職
場
の
た
め
、真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
と

頑
張
れ
る
タ
イ
プ
を
求
め
て
い
ま
す
。そ
れ
に
加

え
て
明
る
く
強
い
人
。働
き
方
は
変
わ
っ
て
も
、

昔
な
が
ら
の
職
人
気
質
で
厳
し
い
世
界
で
も
あ

る
か
ら
で
す
。た
だ
、今
日
は
そ
う
し
た
社
風
を

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。当
社
で

は
、学
部
学
科
や
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん

が
、何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
の
動
機

付
け
に
な
る「
や
る
気
」を
重
視
し
て
い
ま
す
。

就職ガイダンス 2019年度

4
月

2
0
1
9

2
0
2
0

3
年
次

4
年
次

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

求人情報開示 【第10回】
学内企業説明会

学内企業説明会

【第2回】
キャリアアプローチテスト

【第3回】
自己理解ワークショップ

【第4回】
履歴書作成講座

【第5回】
業界・職種研究会

【第8回】
学内業界研究会・学内企業説明会

事前ガイダンス

【第9回】
学内業界研究会

【第6回】
体感型業界研究会

【第7回】
面接対策講座

【第1回】
オリエンテーション

採用試験開始

学内企業説明会

学内個別企業説明会

※開催時期については、変更が生じる場合があります。

　

食
品
を
扱
う
当
社
は
、安
全
で
安
心
な
商
品

を
当
た
り
前
に
お
客
様
へ
届
け
続
け
る
こ
と
が

使
命
で
す
。そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
決

め
ら
れ
た
ル
ー
ル
の
中
で
い
か
に
効
率
的
に
生
産

す
る
か
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
現
場
で
は
、地

道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
継
続
し
て
努
力
が
で
き
る
人
を

求
め
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
重
視
し
て
い
る
当
社
で
は
、単
に
話
が
で
き

る
、話
を
よ
く
聞
け
る
だ
け
で
な
く
、答
え
を
自

ら
出
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り

自
分
な
り
に
考
え
て
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、し
っ
か
り
と
考
え
て
行
動
で
き
る
人
で
す
。

問
題
を
発
見
し
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
の
蓄
積

が
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食
品
栄
養
科
学
科

　

栄
養
士
と
し
て
働
く
こ
と
が
夢

な
の
で
、食
品
業
界
の
会
社
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。説
明
会
へ
の
参
加

は
今
日
が
初
め
て
で
す
が
、企
業
の

方
に
声
を
か
け
や
す
い
雰
囲
気
で
、

1
対
1
で
話
せ
て
大
満
足
。今
後

も
参
加
し
た
い
で
す
。

情
報
工
学
科

　

ま
だ
明
確
に
決
ま
っ
て
い
な
い
自

分
の
軸
を
見
つ
け
る
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
企
業
の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

話
を
聞
く
と
、自
分
の
想
像
以
上
に

幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
た
り
、実
際

に
聞
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
話
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

建
築
学
科

　

事
前
に
企
業
情
報
を
調
べ
て
か

ら
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
の
で
、深
掘
り

し
た
い
点
を
質
問
で
き
て
す
っ
き
り

し
ま
し
た
。学
内
で
の
説
明
会
は
学

外
に
比
べ
て
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

し
、時
間
を
効
率
的
に
使
え
る
の
で

助
か
り
ま
す
。
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中部大学幸友会

資格取得対策講座

キャリアカウンセリング

就職筆記対策講座

　

中
部
大
学
幸
友
会
は
、中
部
大

学
、地
元
企
業
、自
治
体
と
の
間

で
、産
官
学
連
携
の
推
進
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
る
後
援
組
織
で

す
。法
人
会
員
数
は
約
8
5
0
社

を
数
え
、「
学
内
企
業
説
明
会
」に

も
た
く
さ
ん
の
会
員
企
業
が
出
展

中
。2
0
1
8
年
度
は
、幸
友
会

会
員
企
業
2
2
8
社
に
3
9
2

人
が
就
職
し
、卒
業
生
全
体
の
18
・

5
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、各
種
資

格
の
取
得
を
目
指
す
学
生
や
公
務

員
を
目
指
す
学
生
の
た
め
、学
内

で
受
講
で
き
る
試
験
対
策
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。後
援
会
が
受
講

料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
た
め
、一

般
の
資
格
専
門
学
校
よ
り
も
格
安

で
受
講
で
き
ま
す
。ま
た
、講
義
は

多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
た
実
績

の
あ
る
講
師
が
担
当
し
、相
談
に

も
親
身
に
応
じ
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、人
と

職
業
の
専
門
家
で
あ
る「
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」の
資
格
を
有

す
る
ス
タ
ッ
フ
や
社
会
経
験
豊
富

な
ス
タ
ッ
フ
、女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
、進
路
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。就
職
活
動

中
の
3
・
4
年
生
だ
け
で
な
く
、

大
学
で
学
ぶ
意
義
を
早
く
見
つ
け

た
い
1
年
生
の
相
談
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
企
業
の
採
用
試
験
は

筆
記
試
験
と
面
接
を
課
し
ま
す
。

多
く
の
企
業
で
は
よ
り
よ
い
人
材
を

採
用
す
る
た
め
の
選
抜
方
法
と
し

て
、志
願
者
の
中
か
ら
ま
ず
筆
記
試

験
で
、あ
る
程
度
人
数
を
絞
り
込
む

方
法
を
採
っ
て
い
ま
す
。特
に
人
気

企
業
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
膨
大
な

応
募
者
へ
の
対
応
か
ら
、そ
の
傾
向

は
強
ま
っ
て
く
る
と
言
え
ま
す
。筆

記
試
験
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
S
P
I

や
G
A
B
・
C
A
B
は
利
用
頻
度
が

極
め
て
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。本
学
で
は
、就
職
試
験
で
採
用

率
が
高
い
S
P
I
・
G
A
B
の「
能

力
検
査
」の
対
策
に
特
に
重
点
を
お

い
て
授
業
を
進
め
ま
す
。本
講
座

を
受
講
し
、早
い
段
階
か
ら
自
分
自

身
の
実
力
を
測
り
、筆
記
試
験
に

対
応
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。　

卒業生の声が掲載さ
れた就職サイト「幸
友ナビ」や、掲載企
業を一覧できる情報
誌「企業ガイド」は
就活生に大いに活
用されています。

●日商簿記検定3級
●日商簿記検定2級
●公務員教養対策
●ビジネス能力検定（B検）ジョブパス2級
●リテールマーケティング（販売士）検定2級
●ファイナンシャル・プランニング技能士3級

秋学期開講講座

履歴書の添削も行っています。
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2018年度（2019年3月）卒業生の主な就職先

アイシン・エィ・ダブリュ㈱／アイシン精機㈱／愛知県教育委員会／愛知県警察本部／一宮市役所／イビデン㈱／NECネッツエスアイ㈱／㈱NTTフィールドテクノ／大口町役
場／㈱大林組／各務原市役所／春日井市役所／岐阜県教育委員会／近畿日本鉄道㈱／警察庁／国土交通省／ジェイアール東海情報システム㈱／㈱ジェイテクト／清
水建設㈱／スズキ㈱／セーレン㈱／多摩川精機㈱／知多市役所／中部電力㈱／TDK㈱／㈱デンソーウェーブ／東亞合成㈱／東海旅客鉄道㈱（JR東海）／豊田合成㈱
／豊田鉄工㈱／中日本高速道路㈱／名古屋港管理組合／名古屋市役所／名古屋鉄道㈱／日本車輌製造㈱／日本製鉄㈱／日本電気㈱（NEC）／パナソニック㈱／浜
松市役所／東日本旅客鉄道㈱（JR東日本）／富士ソフト㈱／防衛省 海上自衛隊／本田技研工業㈱／三菱ケミカル㈱／矢崎総業㈱／ヤフー㈱／ヤマザキマザック㈱

工学部

アイカ工業㈱／㈱アイザック／あいち知多農業協同組合（JAあいち知多）／あいち中央農業協同組合（JAあいち中央）／愛知みなみ農業協同組合（JA愛知みなみ）／㈱あさ
ひ（サイクルベースあさひ）／伊勢湾海運㈱／尾張中央農業協同組合（JA尾張中央）／海上保安庁／春日井市役所／蒲郡信用金庫／スガキコシステムズ㈱／鈴鹿農業協
同組合（JA鈴鹿）／㈱スズキ自販中部／瀬戸信用金庫／綜合警備保障㈱／第一生命保険㈱／多治見市役所／中部三菱自動車販売㈱／㈱ツーリストアイチ／東海マツダ
販売㈱／陶都信用農業協同組合（JAとうと）／東濃信用金庫／㈱トーシンホールディングス／とぴあ浜松農業協同組合（JAとぴあ浜松）／㈱トヨタレンタリース名古屋／豊橋
商工信用組合／名古屋トヨペット㈱／日本郵便㈱／飛騨信用組合／七宗町役場／防衛省 航空自衛隊／ホシザキ東海㈱／㈱ホンダカーズ愛知／マックスバリュ中部㈱／
三河日産自動車㈱／ミズタニバルブ工業㈱／みなみ信州農業協同組合（JAみなみ信州）／㈱ユー・エス・エス

人文学部

愛知トヨタ自動車㈱／旭情報サービス㈱／㈱今仙電機製作所／㈱大塚商会／岡崎信用金庫／キムラユニティー㈱／近畿日本鉄道㈱／㈱サンヨーハウジング名古屋／サン
ワテクノス㈱／㈱ジェイアール東海ホテルズ／㈱システムリサーチ／大和ハウス工業㈱／㈱中外／東海エレクトロニクス㈱／東海東京フィナンシャル・ホールディングス㈱／東
海旅客鉄道㈱（JR東海）／東海労働金庫／東濃信用金庫／トヨタL＆F中部㈱／トランコム㈱／中津川市役所／㈱名古屋銀行／名古屋国税局 国税専門官／名古屋市消
防局／名古屋鉄道㈱／ナトコ㈱／西尾レントオール㈱／西三河農業協同組合（JA西三河）／日本郵便㈱／日本空調サービス㈱／東濃信用金庫／伏木海陸運送㈱／富士
ソフト㈱／フルハシEPO㈱／三菱電機プラントエンジニアリング㈱／㈱村上開明堂／山崎製パン㈱／リコージャパン㈱／リゾートトラスト㈱／㈱琉球銀行

経営情報学部

アイシン辰栄㈱／㈱赤福／アピ㈱／天野エンザイム㈱／安城市役所／石塚硝子㈱／伊藤ハム㈱／イハラニッケイ化学工業㈱／ウエルシア薬局㈱／AGC若狭化学㈱／エ
スエスケイフーズ㈱／㈱エステム／（一社）海津市医師会 海津市医師会病院／ぎふ農業協同組合（JAぎふ）／㈱紀文食品／近畿日本鉄道㈱／クラシエフーズ㈱／㈱クレスト

（クレストグループ）／佐藤食品工業㈱／サンハウス食品㈱／敷島製パン㈱／㈱スギ薬局／スジャータめいらくグループ／全国健康保険協会／㈱全農ビジネスサポート／タマ
ノイ酢㈱／チョーヤ梅酒㈱／（一財）東海技術センター／東海澱粉㈱／東京窯業㈱（TYK）／TOKAIグループ／トヨタネ㈱／豊橋飼料㈱／日清医療食品㈱／日東エフシー㈱
／㈱日本保育サービス（JPホールディングスグループ）／農林水産省／㈱浜乙女／万協製薬㈱／㈱ファンケル／フジパングループ本社㈱／本間製パン㈱／御木本製薬㈱／
ミヨシ油脂㈱／有楽製菓㈱

応用生物学部

㈱アールプランナー／愛知日産自動車㈱／As－meエステール㈱／伊勢湾防災㈱／今村証券㈱／大口町役場／大阪府警察本部／㈱鹿児島銀行／ぎふ農業協同組合
（JAぎふ）／ゲンキー㈱／㈱コメ兵／三甲㈱／㈱サンドラッグ／ジャパンマテリアル㈱／鈴与カーゴサービス㈱／セーレン㈱／関信用金庫／瀬戸信用金庫／SOMPOケア㈱
／㈱大京穴吹不動産／中部国際空港旅客サービス㈱／中部スカイサポート㈱／中北薬品㈱／津安芸農業協同組合（JA津安芸）／㈱ツーリストアイチ／ディップ㈱／東濃
信用金庫／トランコム㈱／トランスコスモス㈱／ニチハ㈱／ニッカホーム㈱／日本郵便㈱／㈱ネクステージ／㈱バローホールディングス／フジパングループ本社㈱／㈱ベストブ
ライダル／㈱丸和運輸機関／山宗㈱／リゾートトラスト㈱／㈱両口屋是清

国際関係学部

愛知医科大学病院／愛知県警察本部／㈱アクトス／安城更生病院／㈱エィ・ダブリュ・メンテナンス／遠鉄システムサービス㈱／春日井市民病院／春日井市役所／刈谷豊田
総合病院／河村電器産業㈱／岐阜県総合医療センター／岐阜県立多治見病院／岐阜市消防本部／㈱コパン／小牧市民病院／セコム㈱／東京医科大学病院／国家公
務員共済組合連合会東海病院／トヨタ記念病院／豊田市消防本部／中津川市消防本部／名古屋市立西部医療センター／名古屋市立東部医療センター／名古屋市消防
局／名古屋市立大学病院／名古屋第一赤十字病院／名古屋大学医学部附属病院／名古屋鉄道㈱／日本ステリ㈱／日本製薬㈱／日本郵便㈱／半田市立半田病院／藤
田医科大学病院／㈱八神製作所／防衛省 陸上自衛隊

生命健康科学部

愛知県教育委員会／愛知県警察本部／㈱アルビオン／石川県教育委員会／大阪府警察本部／沖縄県教育委員会／神奈川県教育委員会／川辺町役場／岐阜県教育
委員会／相模原市教育委員会／㈱ジェイアール東海高島屋／綜合警備保障㈱／津島市役所／鳥取県教育委員会／富山県教育委員会／豊川市役所／豊田市教育委
員会／㈱トラジャルフレール／中津川市役所／西日本旅客鉄道㈱（JR西日本）／日本メディアシステム㈱／浜松市教育委員会／尾西信用金庫／防衛省 陸上自衛隊／三
重県教育委員会

現代教育学部

インターンシップ
　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、将
来
の

キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
実
習
・
研
修
を

実
際
の
企
業
等
で
体
験
す
る
制
度

で
す
。中
部
大
学
で
は
、学
部
3
年

生
・
大
学
院
修
士
1
年
生
を
中
心
に

行
い
、ほ
と
ん
ど
の
学
部
学
科
で
正

課
の
科
目
と
し
て
単
位
が
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。職
業
観
や
就
労
意
識
、ま

た
卒
業
研
究
へ
の
意
識
を
高
め
る
有

効
な
手
段
と
し
て
、た
く
さ
ん
の
学

生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。　

ゼネコンと住宅メーカーに分けられる建設業

界。それらがどのような仕事をしているのか、

両方とも知りたくて2つの企業に行きました。

ゼネコンでは実際の工事現場へ行き、住宅

メーカーでは仕事内容を学ぶグループワーク

がメインでした。経験してわかったのは、高校

生のときに憧れた現場監督になりたいという

こととお客様の顔が見える仕事をしたいとい

うこと。最終的に、注文住宅ビルダーから内

定を頂くことができました。

ゼネコンと住宅メーカーの
両方を知りたくて参加。

工学部
建築学科 4年

梅田 なのはさん

　

中
部
大
学
で
は
通
常
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
ほ
か
に
、社
会
人
と
同

じ
よ
う
に
働
き
な
が
ら
学
び
、給
料

も
支
給
さ
れ
る「
報
酬
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」を
行
っ
て
い
ま
す
。1
社

の
企
業
で
半
年
間
働
く
長
期
型

と
、2
社
で
3
カ
月
間
ず
つ
働
く
多

業
種
型
を
用
意
。全
学
年
対
象
で
、

在
学
中
に
仕
事
の
現
場
を
通
し
て
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
資
質
を

身
に
つ
け
る
制
度
で
す
。

約 245社

330人

主なインターンシップ先

2018年度実績

参加人数

参加申し込みは
学生支援課で

受け付けています。

報
酬
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参加学生の声

研修先
㈱鴻池組、三井ホーム㈱
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先輩からの就活アドバイス
自分が進むべき道を見つける就職活動。慣れないことに漠然とした不安を感じたり、

物事がうまく進まず、心がくじけそうになったりすることもあるでしょう。
そんな人生で初めての就職活動に、先輩たちはどのように挑んだのでしょうか。
就職活動のアドバイスやヒントとなるよう、内定獲得までの体験談を伺いました。

　
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
い
て
い
る
の
を
ず
っ
と
見
て
い
ら
れ
る
ほ
ど
の
メ
カ
好
き
。

学
び
に
つ
い
て
は
、原
理
や
仕
組
み
ま
で
理
解
し
な
け
れ
ば
次
に
進
め
な
い
性
分
。

そ
ん
な
自
分
の
嗜
好
や
性
格
を
理
解
し
た
上
で
行
っ
た
就
活
が
結
果
的
に
上
手
く

い
き
ま
し
た
。就
活
を
始
め
た
の
は
３
年
生
の
２
月
。そ
れ
ま
で
企
業
研
究
は
進
め

て
い
ま
し
た
が
、具
体
的
に
行
動
へ
移
し
た
時
点
で
、ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
就
職
す

る
と
内
心
決
め
て
い
ま
し
た
。「
私
は
、就
活
中
に
他
の
業
界
や
企
業
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
ほ
ど
器
用
で
は
な
い
か
ら
絞
っ
た
方
が
い
い
」。そ
う
判
断
し
て
の
方
法
で
し

た
。そ
の
た
め
、受
け
た
企
業
は
２
社
。た
だ
、履
歴
書
は
き
れ
い
な
字
で
書
く
こ
と

に
注
力
し
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
学
科
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、納
得

で
き
る
履
歴
書
に
仕
上
げ
ま
し
た
。面
接
で
も
自
分
は
こ
う
い
う
人
間
で
す
と
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
明
確
に
し
て
臨
ん
だ
結
果
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
素
の
自
分
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。将
来
の
目
標
は
、お
客
様
の
課
題
を
解
決
で
き

る
技
術
職
。海
外
で
も
通
用
す
る
技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
を
仕
事
に
す
る
方
が
長
く
続
け
ら
れ
る
と
の
考
え
か

ら
、企
業
選
び
で
一
番
重
要
視
し
た
の
は
事
業
内
容
で
し
た
。中
で
も
当
社
は
、

O
E
M
で
あ
り
な
が
ら
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
提
案
力
で
、お
客
様
と
一
緒
に
商

品
を
つ
く
っ
て
い
く
会
社
。さ
ら
に
、品
質
の
高
い
商
品
を
つ
く
る
技
術
力
、常
に
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
、こ
こ
な
ら
自
己
成
長
が
で

き
る
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。高
校
生
の
頃
か
ら
生
物
の
分
野
に
興
味
を
持
ち
、大

学
で
は
微
生
物
学
な
ど
を
学
び
、将
来
は
食
品
の
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
考

え
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
第
一
志
望
の
企
業
に
な
り
ま
し
た
。面
接
で
は
、自
分
の
伝

え
た
い
こ
と
が
自
然
と
言
葉
に
な
る
よ
う
に
練
習
。し
か
も
研
究
室
の
先
生
が
作
成

し
て
く
だ
さ
っ
た
面
接
質
問
集
の
お
か
げ
で
あ
ら
ゆ
る
質
問
に
自
分
の
表
現
で
応
え

る
心
構
え
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、親
か
ら
の
金
銭
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
な
支
え

に
。就
活
中
は
交
通
費
が
意
外
と
か
か
る
も
の
。ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
ま
り
で
き
な
い
時

期
で
し
た
が
、仕
送
り
の
お
か
げ
で
就
活
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
中
国
と
日
本
の
ハ
ー
フ
で
す
が
、日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
た
め
中
国
語
を
話
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。「
家
に
会
話
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
」、そ
う
思
っ

て
も
う
一つ
の
自
分
の
ル
ー
ツ
を
学
べ
る
学
科
へ
入
学
し
ま
し
た
。学
生
時
代
は
資
格

取
得
に
力
を
入
れ
、Ｈ
Ｓ
Ｋ
６
級
と
中
国
語
検
定
２
級
を
取
得
。ま
た
、日
中
交
流

事
業
の
企
画
・
準
備
・
運
営
に
携
わ
り
、重
慶
の
学
生
と
交
流
を
図
っ
た
こ
と
が
学
長

表
彰
を
受
け
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
も
得
ま
し
た
。さ
ら
に
、中
国
物
産
店
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
た
こ
と
で
、就
活
で
は
販
売
職
と
中
国
語
を
使
う
仕
事
を
軸
に
し
て

企
業
を
選
択
。そ
う
し
て
第
一
志
望
に
決
め
た
会
社
が
当
社
で
し
た
。当
社
に
は
、同

じ
学
部
の
先
輩
二
人
が
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、お
会
い
し
て
仕
事
の
良
い
面
と
大
変

な
面
の
両
方
を
伺
え
た
こ
と
は
、大
き
な
収
穫
で
し
た
。そ
う
し
た
学
び
と
準
備
が

十
分
に
で
き
た
お
か
げ
で
、面
接
で
は
志
望
動
機
を
詳
細
に
話
せ
た
と
思
い
ま
す
。現

在
の
職
場
は
免
税
店
の
時
計
売
り
場
。１
年
後
に
は
新
た
に
後
輩
も
入
社
し
て
き
ま

す
。教
え
る
立
場
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
成
長
し
た
い
で
す
ね
。

産業用ロボット・FA機器といった各種ロボットの開発・製造・販売を行うロボット
メーカー。特に合成樹脂取出ロボットは、自動車や家電などさまざまな分野の成形
工場で活躍。海外に4つの生産工場を持ち、充実した研究開発・グローバル生産
体制で新しいものづくりに挑戦しています。

株式会社スター精機

自
分
自
身
を
よ
く
理
解
し
て
臨
ん
だ

就
職
活
動
で
獲
得
し
た
内
定
。

駒田 香純さん

工学部
電気システム工学科
2019年3月卒業

就職先

説明会で企業を訪問する際、道に迷ってとても焦った経験
をしました。近距離であれば、駐車場の場所や通行できな
い道路を確認するなど、事前に一度下見に訪れておくとよ
いでしょう。また、緊急時などにすぐ連絡ができるように、スマ
ホに企業の電話番号を登録しておくとさらに安心です。

株式会社スター精機

Message

01

明治40年の創業以来110余年の歴史を持つ健康補助食品・医薬品メーカー。
大手企業からの受託のほかオリジナル商品も開発。健康補助食品などの企画
から研究開発、生産まで一貫して手がけることが特徴。養蜂事業で農業支援に
も取り組んでいます。

アピ株式会社

長
く
続
け
ら
れ
る
仕
事
を
選
ぶ
た
め
に

大
切
に
し
た
企
業
の
事
業
内
容
。

松井 亮磨さん

応用生物学部
応用生物化学科
2019年3月卒業

就職先

3月の就活解禁時、私はまだ履歴書をまとめられていません
でした。一方、友人は完成された履歴書でエントリーするだ
けの状態。出遅れ感は否めず、就活の準備は早ければ早
いほどスムーズに進められると痛感した瞬間でした。将来を
見据えた早めの行動こそが充実した就活につながります。

アピ株式会社

Message

02

中部国際空港の運営に関わる会社、セントレアグループで唯一の顧客接点を持
つ会社。空港をご利用されるすべてのお客さまの安心・安全、満足のために一人
ひとりがプロフェッショナルの意識を持ち、質の高いサービスを提供。近年の空港
施設の拡充にあわせて、人材採用も拡大中です。

中部国際空港旅客サービス株式会社

大
学
で
の
学
び
や
経
験
す
べ
て
を

仕
事
選
び
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

大原 富実佳さん

国際関係学部
中国語中国関係学科
2019年3月卒業

就職先

1Dayのインターンシップへの参加の意味や採用への影響
がよく話題になりますが、私は新しい資料を頂けるという点で
非常に有益だと思います。履歴書を濃い内容に仕上げるた
めに、いち早く新鮮な情報を手に入れることができ、内容を
隅 ま々で読み込むことができることは大きなメリットです。

中部国際空港旅客サービス株式会社

Message

03

ワンポイントアドバイス

ワンポイントアドバイス

ワンポイントアドバイス

　
研
究
が
楽
し
い
か
ら
。生
涯
賃
金
が
上
が
る
か
ら
。ま
た
、研
究
室
の
仲
間
の
多
く

が
同
じ
道
を
選
ん
だ
こ
と
も
後
押
し
に
な
り
、大
学
院
進
学
を
決
め
ま
し
た
。親
に

は
金
銭
的
な
負
担
を
掛
け
た
く
な
か
っ
た
た
め
、奨
学
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
工

面
で
き
る
こ
と
を
計
算
し
て
示
し
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。大
学
院
で
研
究
し
た

の
は
、人
工
知
能（
A
I
）や
画
像
認
識
の
分
野
。い
く
つ
か
の
企
業
と
共
同
研
究
を

行
い
ま
し
た
が
、そ
の
中
の
一
つ
が
当
社
で
し
た
。山
下
隆
義
准
教
授
か
ら
の
薦
め
が

あ
り
、学
会
で
発
表
し
た
共
同
研
究
の
内
容
と
近
い
こ
と
が
入
社
後
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
受
験
。企
画
か
ら
生
産
ま
で
の
流
れ
が
速
い
家
電
業
界

も
惹
か
れ
た
要
素
で
し
た
。面
接
は
技
術
面
接
で
、共
同
研
究
の
内
容
を
ス
ラ
イ
ド

4
枚
の
資
料
に
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、結
果
的
に
内
定
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
A
I
分
野
を
研
究
し
た
こ
と
は
就
活
で
の
強
み

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、昨
今
の
日
本
の
家
電
は
海
外
勢
に
押
さ
れ
気
味
。今
後

は
、海
外
企
業
に
勝
て
る
技
術
力
を
世
界
で
磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「A Better Life, A Better World」をブランドスローガンに掲げる、大阪府門真
市に拠点を置く世界的な電機メーカー。家電などのエレクトロニクス分野から、住
宅分野、車載分野まで、より良いくらしを創造し、世界中の人々のしあわせと社会
の発展、そして地球の未来に貢献しています。

パナソニック株式会社

先
生
に
受
け
る
こ
と
を
薦
め
ら
れ
、

共
に
研
究
を
行
っ
た
企
業
に
就
職
。

古川 弘憲さん

工学研究科 情報工学専攻
博士前期課程
2019年3月修了

就職先

入社後、同期（理系）は大学院卒と高等専門学校卒がほ
とんどでした。話を聞くと、留学の経験や研究レベルの高さ
など、しっかり実績も伴っていると感じました。私自身は研究
に力を入れていましたが、学生の間に本当にやりたいことを
見つけ、果敢に挑戦することを大切にしてください。

パナソニック株式会社

Message

04

ワンポイントアドバイス
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先輩からの就活アドバイス
自分が進むべき道を見つける就職活動。慣れないことに漠然とした不安を感じたり、

物事がうまく進まず、心がくじけそうになったりすることもあるでしょう。
そんな人生で初めての就職活動に、先輩たちはどのように挑んだのでしょうか。
就職活動のアドバイスやヒントとなるよう、内定獲得までの体験談を伺いました。

機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
い
て
い
る
の
を
ず
っ
と
見
て
い
ら
れ
る
ほ
ど
の
メ
カ
好
き
。

学
び
に
つ
い
て
は
、原
理
や
仕
組
み
ま
で
理
解
し
な
け
れ
ば
次
に
進
め
な
い
性
分
。

そ
ん
な
自
分
の
嗜
好
や
性
格
を
理
解
し
た
上
で
行
っ
た
就
活
が
結
果
的
に
上
手
く

い
き
ま
し
た
。就
活
を
始
め
た
の
は
３
年
生
の
２
月
。そ
れ
ま
で
企
業
研
究
は
進
め

て
い
ま
し
た
が
、具
体
的
に
行
動
へ
移
し
た
時
点
で
、ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
就
職
す

る
と
内
心
決
め
て
い
ま
し
た
。「
私
は
、就
活
中
に
他
の
業
界
や
企
業
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
ほ
ど
器
用
で
は
な
い
か
ら
絞
っ
た
方
が
い
い
」。そ
う
判
断
し
て
の
方
法
で
し

た
。そ
の
た
め
、受
け
た
企
業
は
２
社
。た
だ
、履
歴
書
は
き
れ
い
な
字
で
書
く
こ
と

に
注
力
し
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
学
科
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、納
得

で
き
る
履
歴
書
に
仕
上
げ
ま
し
た
。面
接
で
も
自
分
は
こ
う
い
う
人
間
で
す
と
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
明
確
に
し
て
臨
ん
だ
結
果
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
素
の
自
分
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。将
来
の
目
標
は
、お
客
様
の
課
題
を
解
決
で
き

る
技
術
職
。海
外
で
も
通
用
す
る
技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。

自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
を
仕
事
に
す
る
方
が
長
く
続
け
ら
れ
る
と
の
考
え
か

ら
、企
業
選
び
で
一
番
重
要
視
し
た
の
は
事
業
内
容
で
し
た
。中
で
も
当
社
は
、

O
E
M
で
あ
り
な
が
ら
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
提
案
力
で
、お
客
様
と
一
緒
に
商

品
を
つ
く
っ
て
い
く
会
社
。さ
ら
に
、品
質
の
高
い
商
品
を
つ
く
る
技
術
力
、常
に
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
、こ
こ
な
ら
自
己
成
長
が
で

き
る
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。高
校
生
の
頃
か
ら
生
物
の
分
野
に
興
味
を
持
ち
、大

学
で
は
微
生
物
学
な
ど
を
学
び
、将
来
は
食
品
の
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
考

え
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
第
一
志
望
の
企
業
に
な
り
ま
し
た
。面
接
で
は
、自
分
の
伝

え
た
い
こ
と
が
自
然
と
言
葉
に
な
る
よ
う
に
練
習
。し
か
も
研
究
室
の
先
生
が
作
成

し
て
く
だ
さ
っ
た
面
接
質
問
集
の
お
か
げ
で
あ
ら
ゆ
る
質
問
に
自
分
の
表
現
で
応
え

る
心
構
え
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、親
か
ら
の
金
銭
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
な
支
え

に
。就
活
中
は
交
通
費
が
意
外
と
か
か
る
も
の
。ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
ま
り
で
き
な
い
時

期
で
し
た
が
、仕
送
り
の
お
か
げ
で
就
活
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

産業用ロボット・FA機器といった各種ロボットの開発・製造・販売を行うロボット
メーカー。特に合成樹脂取出ロボットは、自動車や家電などさまざまな分野の成形
工場で活躍。海外に4つの生産工場を持ち、充実した研究開発・グローバル生産
体制で新しいものづくりに挑戦しています。

株式会社スター精機

自
分
自
身
を
よ
く
理
解
し
て
臨
ん
だ

就
職
活
動
で
獲
得
し
た
内
定
。

駒田 香純さん

工学部
電気システム工学科
2019年3月卒業

就職先

説明会で企業を訪問する際、道に迷ってとても焦った経験
をしました。近距離であれば、駐車場の場所や通行できな
い道路を確認するなど、事前に一度下見に訪れておくとよ
いでしょう。また、緊急時などにすぐ連絡ができるように、スマ
ホに企業の電話番号を登録しておくとさらに安心です。

株式会社スター精機

Message

01

明治40年の創業以来110余年の歴史を持つ健康補助食品・医薬品メーカー。
大手企業からの受託のほかオリジナル商品も開発。健康補助食品などの企画
から研究開発、生産まで一貫して手がけることが特徴。養蜂事業で農業支援に
も取り組んでいます。

アピ株式会社

長
く
続
け
ら
れ
る
仕
事
を
選
ぶ
た
め
に

大
切
に
し
た
企
業
の
事
業
内
容
。

松井 亮磨さん

応用生物学部
応用生物化学科
2019年3月卒業

就職先

3月の就活解禁時、私はまだ履歴書をまとめられていません
でした。一方、友人は完成された履歴書でエントリーするだ
けの状態。出遅れ感は否めず、就活の準備は早ければ早
いほどスムーズに進められると痛感した瞬間でした。将来を
見据えた早めの行動こそが充実した就活につながります。

アピ株式会社

Message

02

ワンポイントアドバイス

ワンポイントアドバイス

研
究
が
楽
し
い
か
ら
。生
涯
賃
金
が
上
が
る
か
ら
。ま
た
、研
究
室
の
仲
間
の
多
く

が
同
じ
道
を
選
ん
だ
こ
と
も
後
押
し
に
な
り
、大
学
院
進
学
を
決
め
ま
し
た
。親
に

は
金
銭
的
な
負
担
を
掛
け
た
く
な
か
っ
た
た
め
、奨
学
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
工

面
で
き
る
こ
と
を
計
算
し
て
示
し
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。大
学
院
で
研
究
し
た

の
は
、人
工
知
能（
A
I
）や
画
像
認
識
の
分
野
。い
く
つ
か
の
企
業
と
共
同
研
究
を

行
い
ま
し
た
が
、そ
の
中
の
一
つ
が
当
社
で
し
た
。山
下
隆
義
准
教
授
か
ら
の
薦
め
が

あ
り
、学
会
で
発
表
し
た
共
同
研
究
の
内
容
と
近
い
こ
と
が
入
社
後
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
受
験
。企
画
か
ら
生
産
ま
で
の
流
れ
が
速
い
家
電
業
界

も
惹
か
れ
た
要
素
で
し
た
。面
接
は
技
術
面
接
で
、共
同
研
究
の
内
容
を
ス
ラ
イ
ド

4
枚
の
資
料
に
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、結
果
的
に
内
定
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
A
I
分
野
を
研
究
し
た
こ
と
は
就
活
で
の
強
み

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、昨
今
の
日
本
の
家
電
は
海
外
勢
に
押
さ
れ
気
味
。今
後

は
、海
外
企
業
に
勝
て
る
技
術
力
を
世
界
で
磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「A Better Life, A Better World」をブランドスローガンに掲げる、大阪府門真
市に拠点を置く世界的な電機メーカー。家電などのエレクトロニクス分野から、住
宅分野、車載分野まで、より良いくらしを創造し、世界中の人々のしあわせと社会
の発展、そして地球の未来に貢献しています。

パナソニック株式会社

先
生
に
受
け
る
こ
と
を
薦
め
ら
れ
、

共
に
研
究
を
行
っ
た
企
業
に
就
職
。

古川 弘憲さん

工学研究科 情報工学専攻
博士前期課程
2019年3月修了

就職先

入社後、同期（理系）は大学院卒と高等専門学校卒がほ
とんどでした。話を聞くと、留学の経験や研究レベルの高さ
など、しっかり実績も伴っていると感じました。私自身は研究
に力を入れていましたが、学生の間に本当にやりたいことを
見つけ、果敢に挑戦することを大切にしてください。

パナソニック株式会社

Message

04

ワンポイントアドバイス

14



24
の
国・地
域
に
あ
る
55
大
学・機
関
と
交
流（
2
0
1
9
年
4
月
現
在
）し
て
い
る
中
部
大
学
。

国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、多
く
の
中
部
大
生
が
留
学・海
外
研
修
に
参
加
で
き
る
よ
う

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、世
界
各
国
か
ら
留
学
生
が
多
く
集
ま
り
、国
際
交
流
も
盛
ん
な
環
境
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
、学
生
の
異
文
化
交
流
へ
の
意
欲
に
応
え
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

留学・海外研修

プログラム名 募集人員 おおよその
費用※1

中部大学奨学金（給付型）
期間 応募可能学年 実施期間 単位認定数

（最大）特別奨学金 参加奨励奨学金
オハイオ大学（アメリカ）
長期研修〈初級・中級〉 35～50人 110万円 20万円

最大20人
10万円
全員 1学期間 1年次 3月～6月

（2年次春学期） 22単位

ブリティッシュ･コロンビア大学（カナダ）
英語短期研修〈初級・中級〉 18人 55万円 10万円 最大7人 4週間

全学年

8月～9月
（休暇中） 2単位

オックスフォード（イギリス）
英語短期研修〈初級・中級〉 15人 52万円 10万円 最大8人 3週間 8月～9月

（休暇中） 2単位

ニューイングランド大学（オーストラリア）
英語短期研修〈初級・中級〉 25人 50万円 10万円 最大8人 4週間 2月～3月

（休暇中） 2単位

外交学院（中国）
中国語短期研修〈初級･中級〉隔年実施 15人 20万円 10万円 最大8人 2週間 3月

（休暇中） 1単位

CPILS（フィリピン・セブ島）
大学院進学者短期研修〈初級･中級〉 20人 30万円 20万円 最大20人 3週間

本学学部4年生で、大学院入学試
験に合格し、入学手続きを終えた者
のうち、各研究科の推薦する者

2月～3月
（休暇中）

ー
漢陽大学（韓国・ソウル）

韓国語短期研修〈初級～〉 15人 27～31万円 ー 3週間 全学年 8月
（休暇中）

オハイオ大学・派遣留学
〈上級〉秋派遣 2人 131万円

32万円
（8万円×4ヵ月） 1学期間

1～2年次 2～3年次
（派遣学年）

派遣先大学での履
修科目・成績、中部大
学での所属学部・学
科・学年により異なり
ます。

ウェストバージニア大学・派遣留学
〈上級〉秋派遣 6人 122万円

ニューイングランド大学・派遣留学
〈上級〉春派遣 2人 140万円 最大64万円

（8万円×8ヵ月） 2学期間

華東師範大学・派遣留学
〈中級･上級〉春派遣・秋派遣 2人（年間）※2 47万円

（1学期） 24万円
（6万円×4ヵ月）※3 1学期間

もしくは
2学期間

ハルビン理工大学・中国語・中国文化
〈中級･上級〉春派遣・秋派遣 5人（年間）※2 35万円

（1学期）

圓光大学校・韓国語・韓国文化
〈中級･上級〉春派遣・秋派遣 4人（年間）※2 28万円

（1学期） 28万円（7万円×4ヵ月）※3

オハイオ大学大学院奨学金留学制度 派遣年度により、受給できる奨学金は異なります。（最大6人） 2年間 4年生、卒業生
（卒業後5年以内）

中部大学
卒業後 ー

※1…おおよその費用：2019年度の予定額。授業料・航空機代・宿舎費を含みます（オハイオ大学長期研修は春休み期間を除く週14食の食費が含まれています）。　※2…1学期の留学は0.5人とカウント　※3…1学期の場合
★…オハイオ大学（長期研修）とブリティッシュ・コロンビア大学（英語短期研修）は、日本学生支援機構による奨学金制度もあります。詳しくは国際センターへお問い合わせください。

■ 主な留学プログラム（2019年度） ｜ 自分のレベルや目的にあった留学が選べます。

★

★
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まずは

国際センターで
相談してみよう

語学学習専用の自習室、SI
（Self-Instruction）ルーム
には、入門から上級までの
リーディング教材、音声、英
字新聞、海外雑誌、TOEIC/
TOEFL対策教材、映画DVD
など、自習に適した教材を専
任教員が厳選して用意してい
ます。英語を効果的に身につ
けるための具体的な学習方
法も紹介しています。

毎週木曜日のランチタイム
に国際センターで開催中の
イベントです。留学生と日本
人学生が同じテーブルを囲
んで食事をすることで、国、
学科、年齢を越えた友だちの
輪が広がります。異文化交
流に興味があるという人の
第一歩としてもおすすめ。海
外経験がある人もない人も
ぜひどうぞ。

PASEOは、オハイオ大学から
認定されている5人のネイティ
ブ講師陣が担当する、中部
大学独自の英語教育プログ
ラムです。留学の準備をした
い人や英語を必要とする職業
を目指す学生にも適していま
す。授業はすべて英語で行わ
れます。各学期前に行われる
オリエンテーションへの参加
が必須です。

留学フェアは、毎年春と秋に
行う留学プログラムの説明
会です。留学先別にコーナー
が分かれており、さまざまなプ
ログラムの説明を聞くことが
できます。プログラムに参加し
た学生による説明や体験談
などはもちろん、交換留学生
から留学先大学の様子を直
接聞くこともできる貴重な機
会です。

留学に関心があれば、まずは
国際センターへ行くことをお
すすめください。国際経験豊
かなスタッフが親身になって
相談に乗ります。具体的に
留学先のイメージが湧かない
人は、各プログラムの写真な
どを見ることも可能。語学に
自信がない人や、留学先や
時期を決めていない人も大
歓迎です。

体験談を
直接聞ける

留学フェアに
参加しよう

留学生との
出会いの場

D.I.テーブルに
参加しよう

PASEOで
英語力アップに

挑戦しよう

自主学習に
最適な環境

SIルームを
利用しよう

確かな英語力を
身につけたいなら…

語学学習に
励みたいなら…

異文化交流を
したいなら…

留学したいと
思ったら…

留学に興味を
持ったら…
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先
生
の
強
い
勧
め
で
決
め
た

大
学
院
へ
の
進
学
。

興
味
の
あ
る
学
び
を

意
欲
的
に
追
究
し
て
ほ
し
い
。

専門分野を深く追究する「大学院」

　
大
学
に
は
、留
学
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
機

会
が
あ
る
こ
と
を
学
生
へ
伝
え
ま
す
が
、そ
う
し
た

話
に
意
欲
的
な
反
応
を
見
せ
て
く
れ
た
の
が
髙
須

さ
ん
で
し
た
。学
部
生
当
時
、救
急
救
命
士
の
知
識

と
技
術
の
向
上
の
た
め
の
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
の
も
髙
須
さ
ん
。今

や
そ
の
活
動
は
後
輩
た
ち
に
つ
な
が
り
、看
護
を
学

ぶ
他
学
科
の
学
生
に
ま
で
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。消

防
士
と
し
て
現
場
活
動
を
し
な
が
ら
大
学
院
へ
通
う

の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。職
場
と
の
調
整
や
時
間
の

管
理
な
ど
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。た

だ
、今
ま
で
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
き
た
髙
須
さ
ん
な
ら
大
丈
夫
。こ
れ
か
ら
も
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
考
え
方
や
視
点
を
持
っ
て
学
び
を
追
究

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
先
生
と
の
出
会
い
は
大
学
1
年
生
の
と
き
、指
導

教
授
が
藤
丸
先
生
だ
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。そ

の
後
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
短
期
研
修
の
際
に
は

推
薦
状
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
り
、先
生
の
ゼ
ミ
で
学

ん
だ
り
、就
職
活
動
で
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

り
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。今
は
消
防
士
に

な
っ
て
2
年
目
。学
び
を
深
め
る
な
ら
若
い
う
ち
に

と
い
う
思
い
と
、学
生
時
代
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
興

味
が
あ
り
、研
究
す
る
な
ら
慣
れ
た
環
境
の
母
校
で

と
い
う
思
い
か
ら
、働
き
な
が
ら
学
ぶ
大
学
院
の
道

を
選
択
し
ま
し
た
。た
だ
、一
番
は
何
よ
り
先
生
の

勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。消
防
は
本
質
的
に
ス
ト
レ

ス
の
多
い
仕
事
。今
後
は
、「
消
防
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
」に
つ
い
て
研
究
し
、そ
の
成
果
を
消
防
署
で
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中部大学大学院では、学部の学問領域をカバーする6研究科19専攻体制を整備しています。とり
わけ生命健康科学研究科では、「生命医科学」、「看護学」、「リハビリテーション学」、「保健医療
学」の4つの専攻を設置。中でも保健医療学専攻では、「運動指導により健康増進を実現できる
高度な知識・技術を有し、医療機関や地域社会で活躍できる専門家になりたい」、「高度な救急医
療の知識・技術を有する救急救命士等として指導的役割を担いたい」など、一人ひとりの個性、学
習意欲、将来の目標、学習歴に配慮した教育研究指導を行っています。

中部大学でつくる

私たちがつながったきっかけ

生命健康科学部
スポーツ保健医療学科 藤丸 郁代先生

教員

大学院 生命健康科学研究科
保健医療学専攻 修士課程1年 髙須 公介さん

大学院生
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本誌「信頼」のVol.64の特集企画で掲載した「中部大学でつくるかけがえのないつながり」。

先輩と後輩、職員と学生、企業と学生、文系学生と理系学生など、いろいろな形がありました。

今号では、卒業してもつながり続ける恩師と教え子、異文化への興味がもとでつながった

留学生と中部大生をご紹介。中部大学には、まだまだたくさんの“つながり”があふれています。

日
本
に
い
な
が
ら
、

世
界
中
に
友
だ
ち
が
で
き
た
。

帰
国
し
た
ら
、
今
度
は
私
が

中
部
大
生
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
。

RA（レジデント・アドバイザー）

　
大
学
2
年
生
の
と
き
か
ら
2
年
あ
ま
り
、R
A

（
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）と
し
て
、交
換
留
学

生
と
寮
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
同
じ
大
学
生
と
し
て
手
助
け
す
る
の

は
当
然
な
の
で
、留
学
生
へ
の
支
援
を
特
別
な
こ
と

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。R
A
の
活
動
は
、日
本
に
い

な
が
ら
に
し
て
国
際
交
流
が
で
き
、世
界
中
に
友
だ

ち
を
つ
く
る
絶
好
の
機
会
。だ
か
ら
、私
に
と
っ
て
ジ

ニ
ョ
ン
く
ん
は
、決
し
て“
助
け
て
あ
げ
な
き
ゃ
な
ら

な
い
人
”で
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
互
い
の
視
野
を
広
げ

る
友
人
な
の
で
す
。と
は
い
え
、R
A
は
寮
生
活
に
責

任
を
負
う
立
場
。寮
の
ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
時
に
は
注

意
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。日
頃
か
ら
自
分
が
模
範

に
な
っ
て
信
頼
を
築
く
よ
う
に
努
め
て
お
り
、自
分

自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
韓
国
の
圓
光
大
学
校
か
ら
交
換
留
学
生
と
し
て

来
日
し
て
3
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。私
が
留
学
生
寮

に
到
着
し
た
夜
、R
A
の
み
ん
な
で
夕
食
に
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
用
意
し
て
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ

の
時
か
ら
、杉
浦
さ
ん
を
ま
る
で
姉
の
よ
う
に
思
っ
て

頼
り
に
し
て
い
ま
す
。普
段
は
男
性
と
女
性
に
分
か

れ
て
寮
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、共
用
で
き
る
男

性
寮
の
リ
ビ
ン
グ
が
交
流
の
舞
台
。短
期
留
学
生
が

到
着
す
る
た
び
に
、み
ん
な
で
手
料
理
を
持
ち
寄
っ

て
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
て
い
ま
す
。R
A
だ
け
で
な

く
他
の
留
学
生
と
も
、日
本
に
到
着
し
て
か
ら
毎
日
、

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、友
人
と
し
て
何
で
も
話
し

合
え
る
仲
に
な
り
ま
し
た
。帰
国
後
は
、圓
光
大
学

校
で
中
部
大
学
か
ら
の
短
期
留
学
生
を
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中部大学のキャンパス内には、海外の各協定大学から受け入れている短期留学生（交換留学
生）が暮らす留学生寮があります。RAは、その寮で留学生たちの生活面におけるサポートや宿舎
管理の補助を行いながら、ともに暮らす寮生です。留学生にとっては、慣れない日本での暮らしで
困った時に頼れる友人であり、さまざまなイベントや旅行などの思い出を共有する仲間。今年は初
めての試みとして、他大学の留学生やRAとともにスポーツ大会を開催しました。中部大学を舞台に
した国際交流の懸け橋になっています。

私たちがつながったきっかけ

国際関係学部
国際学科4年 杉浦 千裕さん

交換
留学生

圓光大学校（韓国） 全
チョン・ジニョン

進榮さん

RA
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サークル紹介&クラブ
同じ目標に向かう仲間と切磋琢磨する。目標を達成することで充実感を味わえる。

かけがえのない時間を過ごすことができるクラブ・サークル。

学生たちは、ワンキャンパスならではの交流により、幅広く人間関係を構築しています。

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。試
合
に
は
練
習
で
は

感
じ
ら
れ
な
い
緊
張
が
あ
り
ま
す
。そ
の
と

き
と
同
じ
よ
う
な
追
い
込
ま
れ
る
環
境
を

練
習
の
中
で
作
り
出
す
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。そ
の
結
果
、試
合
で
的
中
さ
せ
る

上
で
自
分
の
支
え
に
な
る
の
が
、そ
う
し
た

環
境
下
で
日
々
積
み
重
ね
て
き
た
自
信
で

す
。対
戦
相
手
が
い
な
が
ら
闘
う
相
手
は
自

分
自
身
な
の
で
す
。8
月
の
全
日
本
学
生

弓
道
選
手
権
大
会
は
目
標
を
達
成
す
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
。自
分
に
克
っ
て
最
後
ま
で

全
力
を
出
し
切
り
ま
す
。

　

男
子
は
1
チ
ー
ム
5
人
、女
子
は
3
人
と

い
う
編
成
が
弓
道
の
一
般
的
な
団
体
戦
。

選
手
一
人
あ
た
り
4
本
の
矢
を
射
っ
て
、的

に
中
っ
た
本
数
で
勝
敗
ま
た
は
順
位
が
決

ま
り
ま
す
。わ
が
弓
道
部
は
、そ
の
団
体
戦

で
男
女
と
も
に
大
学
日
本
一
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。練
習
で
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、妥
協
を
許
さ
な
い
強
い
気
持
ち
。集

中
力
を
養
う
た
め
、精
神
力
や
忍
耐
力
を

鍛
え
る
た
め
、先
輩
の
弓
を
引
く
姿
に
憧
れ

て
と
、弓
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、部
員
全
員
が
同
じ
気
持
ち
で
練

妥
協
を
許
さ
な
い
練
習
を
糧
に
し
て

目
指
す
大
学
日
本
一
。

主将
山田 佳那太さん 
経営情報学部 
経営総合学科 3年

女子部責任者
大﨑 美裕さん 
応用生物学部 
食品栄養科学科 2年

女子部副責任者
久保田 友衣菜さん 　
国際関係学部 
国際学科 2年

部員数:22名

弓道部
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集
中
し
て
1
～
2
時
間
行
う
全
体
練
習

以
外
は
個
人
の
裁
量
に
任
せ
る
の
が
ニュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
。自
分
の
努
力
で
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
見
合
っ
た
力
を
つ
け
な
け
れ
ば

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。テ
レ
ビ
や
動

画
サ
イ
ト
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ
を
観
て

は
自
ら
の
熱
に
変
え
、自
主
練
習
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年
は
、国
内
12

カ
所
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
熱
が
高
ま
る
機
運
に

乗
じ
て
、目
標
で
あ
る
東
海
制
覇
、大
学
選

手
権
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

　

私
た
ち
ラ
グ
ビ
ー
部
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
の
胸
元
に
描
か

れ
て
い
る
猛
々
し
い
虎
。中
部
大
学
の
公
式

マ
ス
コ
ッ
ト「
ち
ゅ
と
ら
」の
よ
う
に
普
段
は

穏
や
か
で
も
、試
合
と
な
れ
ば
熱
き
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
な
る
私
た
ち
の
象
徴
で
す
。昨
年

の
成
績
は
、東
海
A
リ
ー
グ
3
位
に
終
わ

り
、目
標
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年
こ

そ
は
と
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
元
ト
ッ
プ
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
ア
フ
ァ
ヘッ
ド
コ
ー
チ
の
も

と
で
日
曜
日
以
外
の
ほ
ぼ
毎
日
、メ
イ
ン
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
が
熱
い
今
年
こ
そ
東
海
制
覇
、

大
学
選
手
権
出
場
を
目
指
す
。　
　

主将
磯貝 海さん 
現代教育学部
現代教育学科4年

学
習
が
で
き
ま
す
し
、違
う
分
野
の
人
と
つ

な
が
る
こ
と
で
自
分
の
分
野
の
理
解
が
深

ま
っ
た
り
、技
術
を
吸
収
し
合
え
た
り
も
し
ま

す
。ま
た
、大
学
祭
で
の
出
展
も
活
動
の
一
つ

で
、昨
年
は
8
時
間
自
転
車
耐
久
レ
ー
ス
に

使
用
す
る
タ
イ
マ
ー
の
L
E
D
化
や
、各
自

で
作
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
の
出
展
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。さ
ら
に
、今
年
は
ヤ
フ
ー（
株
）と
P
研

の
共
催
に
よ
り
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
デ
ザ
イ

ン
の
開
発
コ
ン
テ
ス
ト「
H
A
C
K 

U 

中
部

大
学
」を
開
催
で
き
た
の
で
、こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
今
後
も
定
着
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会

（
以
下
、P
研
）で
は
、パ
ソ
コ
ン
の
知
識
と
技

術
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
メ
イ
ン
で
す
が
、P
C
や

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
、W
e
b
の
制
作
な
ど
分
野
は

さ
ま
ざ
ま
。た
だ
、サ
ー
ク
ル
の
仲
間
で
集
ま

る
こ
と
は
人
間
関
係
を
広
げ
ら
れ
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
し
、横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。自
分
ひ
と
り
で
完

結
し
て
し
ま
い
が
ち
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
す

が
、相
談
相
手
が
い
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
。専
門
が
同
じ
で
あ
れ
ば
よ
り
効
率
的
な

目
指
す
は
知
識
と
技
術
の
向
上
、

そ
し
て
、イ
ベ
ン
ト
開
催
の
定
着
化
。　

会計
林 俊宏さん 
工学部 
情報工学科 3年

部長
宮地 宏一さん 
工学部
情報工学科 3年

（C）YOSHIE SHIMIZU

副主将
小堀 翔さん 
工学部
建築学科4年

主務
浅田 貴之さん 
国際関係学部
国際学科4年

副主将
三上 洸矢さん 
生命健康科学部
スポーツ保健医療学科4年

部員数 33名

部員数 82名

パーソナルコンピュータ研究会

ラグビー部
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急激な高齢化・人口減少を伴う社会は、リバーススプロール、中
心市街地の衰退化、産業システムの激変による住環境の悪化、
空地・空き家問題等、今までの都市計画・まちづくりのシステム
が想定していなかった問題を顕在化させます。このような状況の
中、地域や場所ごとに多様な特徴を持つ都市・住環境の保全・再
生を、①都市空間・土地利用のデザイン、②都市に関する制度の
デザイン、③地域のコミュニティのデザインの3つの視点から捉
え、それぞれのデザイン手法の研究・開発に取り組んでいます。

ゼ ミ 紹 介

習得した知識をベースに、

学びの集大成として

卒業研究や卒業論文に取り組むゼミは、

学生たちに大きな成長をもたらします。

ここでは1学部あたり一つのゼミを

ピックアップしてご紹介します。

どの研究でもデータは必要ですが、
私たちの研究ではどのデータが都市
計画やまちづくりに貢献しうるデータ
なのかを見極めることが難しいです。
また“ヒト”や“コト”を対象とすることも
多いため、これらの事象をどのように
してデータ化するか、洞察力も求めら
れます。

とても明るくて研究発表の際は意
見が飛び交い、にぎやかです。指導
教授と学生との距離が近く、将来の
悩みなども聞いてもらえます。先輩
は、建設会社、コンサルタント、自治体

（地方公務員）への就職が大半で、
都市計画やまちづくりの現場に携
わっている方もいます。

研究の難しさは？ ゼミの特徴は？

都市建設工学科　

岡本 肇 ゼミ

工学部

人口減少時代における
都市計画・まちづくりに関する研究

研究テーマ

21



3年生では、論理的な思考力、資料収集・分析力、プレゼンテー
ション力の習得のため、「改善」と「創出」という2つのテーマで取
り組みました。1つは外食産業の㈱Joyfullさんとの協働講義で、
同社が10年後、生き残っていくための業務内容の「改善」を提
案。もう1つは現代社会の課題を改善するようなこれまでにない
新たなビジネスを「創出」して、その内容をコンテストに応募しま
した。4年生では、3年生で身につけた力を踏まえた上で、地域社
会の課題を解決するテーマで各自が研究を進めています。

中国・台湾のみならず、東アジア地域、中国語話者の居住する
広義の中国語圏の文学、映画、ドラマ、写真、ファッション、流行
音楽などを通して、それらを産み出した社会と文化について研
究しています。今学期は台湾の歴史に関する本を輪読するほ
かに、各自が関心を持っている映画や音楽、ドラマについて調
べたり、考えたりしたことを発表したりしています。輪読や発表
のために調べたり、ゼミメンバーの発表を聞いたりして、みん
なで学び合えるところに面白さややりがいを感じます。

自分の興味のある社会的現象を深
く調べてまとめるところに魅力を感じ
ます。清水ゼミでは文献整理だけで
なく、自分の足で企業訪問をして、直
接、経営者から企業や業界の課題
や解決方法などを聞いてまとめること
が多いですが、そこにやりがいを感じ
ています。

ある物事や現象を、「どうしてそうな
るのか」「それが何を意味しているの
か」と考察するための理論や分析す
るための手法の必要性を痛感する
時に研究の難しさを感じます。その時
に、論理的に説明できるよう考え抜く
ために、最初に感じた「熱意や好奇
心」を思い出すようにしています。

平素から論文を読む習慣がないた
め、論文やデータなどの資料収集に
苦労しています。これをクリアするた
めに、自分の研究テーマに関する内
容がニュースや雑誌などで特集され
ていないか常にアンテナを張ってい
ます。最終手段は、先生の研究室に
駆け込むことです。

聞き上手よりも話し上手が多いで
す。中国の協定校に1年間派遣留
学に行ってきた仲間もいます。個性
的な「クセが凄い」メンバーが揃って
います。2020年3月に本ゼミの第1
期生が卒業予定で、業界を問わず、
国際的な視野を求められる仕事に就
くことを目指して就職活動中です。

研究の魅力は？研究の難しさは？ 研究の難しさは？ゼミの特徴は？

経営総合学科　

清水 真 ゼミ
国際学科　

和田 知久 ゼミ

地域の課題解決に向けた
内容に関する研究

（マーケティング・流通）

東アジア、中国語圏の
社会と文化に関する研究

研究テーマ研究テーマ

経営情報学部国際関係学部
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ゼミでは、「技術史（技術からみた歴史）」という枠組みのもと、
各自がテーマを設けて研究に取り組んでいます。例えば、明治
から昭和初期にかけての北陸地方の交通成立史、特に鉄道の
展開と既存の交通との競合点を地域史誌などから記述を集め
データベース化する研究、ほかにも、天竜川の治水など大規模
な公共事業に携わった明治時代の実業家について、さらには、
日本における蓄音機の広がり、四日市港の維持事業など、各自
が自由なテーマで研究しています。

花粉症やアトピー性皮膚炎、食物アレルギーに代表されるⅠ型
アレルギーは、先進国を中心に増加の一途を辿っています。私
たちのゼミでは、食品の持つ機能性に注目して、アレルギー反
応で重要な役割を果たすマスト細胞の脱顆粒抑制効果、健康
増進・維持に関係の深い腸内環境改善効果や免疫力増強効果
を明らかにすることで、Ⅰ型アレルギー症状の緩和や予防に向
けた研究に取り組んでいます。地道な実験の連続ですが、ポジ
ティブ思考で根気強く取り組んでいます。

メンバーが4人と少ないですが、少人
数であるがゆえに、お互いの意見や
感想を伝え合えたり、研究に関係し
そうな情報を教え合えたりすることが
できます。そのため、つながりが強く仲
も良いです。発表の機会が多く、本
人次第では研究を進めやすい環境
でもあります。

世の中にある未知で魅力的なことを
見つけだし、まだ解明されていないこ
とを明らかにすることが研究の醍醐
味です。そこには常に好奇心や探究
心、成果が出たときには達成感や充
実感があり、さらに、それが世の中の
一助となっているのであればなおさら
やりがいがあります。

資料集めです。少しでも関連のあり
そうなものを探しますが、一次史料が
手に入りにくく、筆者の主観が内容
に影響する二次史料は、判断の根
拠を見極めることが難しいことがあり
ます。また、残っている古い史料を解
読するために、当時の言葉や文字表
記に苦労することもあります。

週に1回の勉強会では、論文講読や
自分の研究の成果を発表し、研究室
のメンバー同士で活発な意見交換
を行っています。また、管理栄養士に
なることも本専攻科にとって重要な
目標であるため、管理栄養士免許取
得に向けた勉強環境や参考書類も
整っています。

ゼミの特徴は？研究の魅力は？ 研究の難しさは？ゼミの特徴は？

歴史地理学科　

小林 博行 ゼミ
食品栄養科学科　

田中 守 ゼミ

技術史
（技術からみた歴史）

Ⅰ型アレルギーの
緩和・予防に関する研究

研究テーマ研究テーマ

人文学部応用生物学部
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運動時の換気応答は、心不全患者の最も強力な予後予測因子
であるとともに、アスリートのパフォーマンスとの関連も指摘され
ています。ゼミでは現在、健常若年成人の運動時換気応答につ
いて、特に、漸増運動負荷時の酸素摂取量-分時換気量関係に
ついて研究しています。こ
の関係の傾きは酸素摂取
効率勾配（OUES）とよば
れ、馬場教授が1996年に
米国心臓病学会誌に初め
て発表し、その後、最大負
荷を要することなく求めら
れる心肺運動耐容能の指
標として世界中で用いら
れています。現在当ゼミ
の学生たちは、この関係
から得られる他の指標の
生理学的・臨床的意義に
ついて研究しています。

現代の保育現場では、ひとり親家庭や統合保育などさまざま
なニーズに合わせた保育が求められています。そのため、子
どもたち一人ひとりのニーズに合わせた支援について考え
ています。具体的には「幼児の描画発達」「父親の育児」「自閉
症の療育」など、テーマはさまざまです。研究をする過程にお
いて知り得たものは自分の中で力となり、時には役立ち、自
然と自信につながっていくと感じています。

世界中の誰もが知らなかったことを
明らかにするところにあると思いま
す。いつも茶化して言っていることで
すが、研究の基本的な心掛けは「ス
ケベ心」です。隠れているもの、隠さ
れているものの先に何が潜んでいる
かを明らかにすること、それが楽しい
のです。

持っている知識をより深めることがで
きるところです。知識を得ることでよ
り研究に身が入り、さらに知りたいと
いう意欲につながります。研究は文
献収集が主のため情報量が多いで
すが、情報を取捨選択し、頭の中の
考えを一つ一つ整理していくことを
意識しています。

誰も知らなかったところを進んでいく
ので、もちろん道に迷ったり、つまず
いたりはいつもあることです。でも、そ
こで挫けていては前に進めません。
少々の失敗や回り道は気にしない楽
天性も大事。上の集合写真を見てく
ださい、楽しそうでしょ。いつも笑いが
絶えません。

明るく楽しく皆で助け合いながら自ら
の課題に取り組み、たくさんのことを
学べる点が魅力です。また、公務員
試験に向けて勉強をしようと皆に声
掛けして、先生と受験するメンバーで
空いている日を話し合い、同じ夢に向
かっている仲間と一緒に勉強もして
います。

研究の面白さは？研究の魅力は？ ゼミの雰囲気は？ゼミの雰囲気は？

スポーツ保健医療学科　

馬場 礼三 ゼミ
幼児教育学科

武藤 久枝 ゼミ

アスリート、成人および
小児循環器患者の

運動時換気応答について

乳幼児期の子どもの発達心理学、
臨床心理学に関する研究、
障害のある子どもの発達と
家族支援に関する研究

研究テーマ研究テーマ

生命健康科学部現代教育学部
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高
校
生
ま
で
と
は
違
う
新
た
な
生
活
。

学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
に
就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
。

子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
つ
つ
も
、取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

心
配
が
尽
き
な
い
保
護
者
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
父
母
と
の
集
い
」で
、参
加
者
の
皆
様
か
ら
伺
え
た
の
は
、

子
ど
も
の
自
立
を
信
じ
て
見
守
ろ
う
と
す
る
温
か
な
眼
差
し
。

そ
こ
に
は
、激
励
や
期
待
、応
援
や
覚
悟
な
ど
、

子
を
思
う
親
心
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。 信

じ
る
覚
悟
と

揺
れ
る
思
い

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、「
父
母
と
の
集
い
」（
2
0
1
8
年
11
月
17
日・24
日
、2
0
1
9
年
6
月
15
日・22
日
）に

出
席
さ
れ
た
方
か
ら
の
お
話
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
学
部
学
科
学
年
は
取
材
時
の
も
の
で
す
。

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
じ
め
は
心
配
も
あ

り
ま
し
た
が
、
毎
日
の
よ
う
に
L
I
N
E
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
ま
す
し
電
話
も

２
〜
３
日
に
一
度
は
し
て
く
れ
ま
す
の
で
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。
こ

の
「
父
母
と
の
集
い
」
に
参
加
し
た
の
は
2

回
目
で
す
が
、
学
部
（
学
科
）
説
明
会
で
は

昨
年
に
比
べ
て
よ
り
具
体
的
な
話
が
聞
け
ま

し
た
。
学
び
の
詳
細
や
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
か
が
よ
く
理
解
で
き

た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
も
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
中
部
大
学
は
多
く
の
学
部
が
あ
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
も
す
ご
く
綺
麗
で
す
ね
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
学
生
さ
ん
も
気
持
ち
良

く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
し
、
明
る
い
雰
囲

気
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

中
学
時
代
に
職
場
体
験
を
通
じ
て
「
救
急

救
命
士
」
と
い
う
職
業
を
知
っ
て
以
来
、
ブ

レ
る
こ
と
な
く
目
指
し
続
け
て
い
ま
す
。
救

急
救
命
士
に
な
る
に
は
消
防
官
の
採
用
試
験

に
も
合
格
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
自

分
か
ら
積
極
的
に
学
ん
で
将
来
に
役
立
つ
危

険
物
の
資
格
も
取
得
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の

一
方
で
、
幼
い
頃
か
ら
続
け
て
き
た
野
球
を

大
学
生
に
な
っ
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
に

夢
を
叶
え
る
た
め
に

頑
張
る
息
子
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

生
命
健
康
科
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
保
健
医
療
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

1

父母インタビュー
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娘
は
家
で
は
あ
ま
り
話
す
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
高
校
ま
で
部
活
動
を
続
け
て
い

た
こ
と
か
ら
交
友
関
係
は
広
く
、
友
だ
ち
と

は
よ
く
話
し
て
い
ま
す
し
、
私
た
ち
親
に
は

見
せ
ま
せ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
学
生
生
活
を
見

て
い
る
と
、
こ
れ
を
や
り
た
い
と
い
う
も
の
が

な
く
、
目
標
を
持
て
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
目
標
が
見
つ
か
れ
ば
集
中
す
る
の
で

す
が
、
今
現
在
は
そ
の
辺
り
が
感
じ
取
り
に

く
く
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
娘
か
ら
は
反

発
の
声
…
。
陰
で
努
力
は
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
何
せ
頑
固
な
性
格
。
自
分
が
こ
う
だ
と

思
え
ば
、
自
発
的
に
動
く
の
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
今
は
見
守
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
根
は
真
面
目
で
、
物
事
を
ご

ま
か
す
こ
と
は
し
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
褒
め

ら
れ
る
点
で
す
。
今
日
は
、
就
職
活
動
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
知
り
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

就
職
率
が
高
く
、
求
人
件
数
も
多
く
、
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
支
援
を
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
。
後
は

本
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
社
や
仕
事
が
あ
る

こ
と
に
自
ら
気
付
い
て
、
何
か
を
感
じ
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

県
外
か
ら
の
一
人
暮
ら
し
、
そ
し
て
群
れ

る
こ
と
を
好
ま
な
い
性
格
な
の
で
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
多
い
大
学
で
う
ま
く
や
れ
て

い
る
の
か
少
し
心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
個

別
面
談
で
大
学
で
の
様
子
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
た
だ
け
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
ま
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」

が
ど
の
よ
う
な
学
び
を
し
て
い
る
の
か
が
わ

か
り
に
く
か
っ
た
の
で
す
が
、
説
明
会
を
通

じ
て
「
何
を
学
び
、
人
生
に
ど
う
役
立
つ
の

か
」
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
わ
が
家
は
息

子
が
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
こ
と
で
逆
に
増

え
ま
し
た
。
L
I
N
E
や
電
話
で
料
理
の
仕

方
な
ど
を
聞
い
て
く
る
と
「
き
ち
ん
と
生
活

し
て
い
る
ん
だ
な
」
と
感
じ
ま
す
。
自
宅
か

ら
の
通
学
だ
と
高
校
時
代
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
の
で
、
県
外
に
出
し
て
良
か
っ
た
で
す
。
一

人
暮
ら
し
の
大
変
さ
や
生
活
費
の
や
り
く
り

の
大
切
さ
を
学
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
と
思
い

し
い
で
す
。
他
学
部
の
学
生
さ
ん
や
地
方
か

ら
来
ら
れ
て
い
る
学
生
さ
ん
と
も
た
く
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
学
生
の
間
に

自
分
の
視
野
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　　

昨
年
は
学
部
（
学
科
）
説
明
会
ま
で
の
参
加

だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
娘
が
一
人
暮
ら
し

を
始
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
個
別
面
談
を
受
け

て
み
ま
し
た
。
先
生
が
娘
の
状
況
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
私
た
ち
が
知

ら
な
か
っ
た
課
題
も
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
で

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
親
と
し
て
は
貴
重
な
大
学
生
活

を
通
じ
て
人
間
性
を
養
い
、
世
間
に
も
目
を

向
け
る
こ
と
が
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
に
出
た

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
挫
折

す
る
時
も
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
乗
り
越
え
る
力
を
、
学
生
の
う
ち
か
ら

身
に
つ
け
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
娘
は
現

在
、
教
員
の
道
に
進
む
こ
と
を
強
く
希
望
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
朗
ら
か
で
天
真
爛
漫
、
友
人

ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
活
で
は
“
学
ぶ
”
こ

と
も
大
切
で
す
が
“
遊
ぶ
”
こ
と
も
大
事
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
赴
き
、
今
し
か
で

き
な
い
体
験
を
重
ね
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
理
学
療
法
士
を
目
指
す
学
科
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
資
格
を
取
得
し
て
就

職
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
日
の
学
部
（
学

科
）
説
明
会
で
は
理
学
療
法
士
の
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
良

か
っ
た
で
す
。
本
人
は
「
や
る
！
」
と
決
め
た

ら
や
り
遂
げ
る
タ
イ
プ
な
の
で
不
安
は
感
じ

て
い
ま
せ
ん
が
、
就
職
は
や
や
厳
し
く
な
っ
て

い
く
状
況
の
よ
う
で
す
の
で
親
と
し
て
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
内
の
語
ら
い
は
多
い
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
実
習
先
の
話
は
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

理
学
療
法
士
は
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
心
の
ケ
ア
が
と
て
も
重
要
な
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
知
識
と
と
も
に
人
と
の

接
し
方
も
し
っ
か
り
と
学
ん
で
く
れ
る
と
嬉

打
ち
込
め
る
も
の
が

見
つ
か
る
よ
う
に

今
は
見
守
る
時
間
。

経
営
情
報
学
部 

経
営
総
合
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

2

個
別
面
談
で
、

息
子
の
学
生
生
活
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

人
文
学
部 

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

1
年
生
の
ご
両
親

3

知
識
の
習
得
と
と
も
に

人
と
の
接
し
方
も

学
ん
で
く
れ
る
と
嬉
し
い
。

生
命
健
康
科
学
部 

理
学
療
法
学
科

1
年
生
の
ご
両
親

4

学
生
生
活
を
通
じ
て

困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

現
代
教
育
学
部 

現
代
教
育
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

5
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が
自
然
と
集
ま
っ
て
く
る
人
柄
を
生
か
し
た

素
敵
な
教
師
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
も
し
別
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め

た
と
し
て
も
、
彼
女
の
意
思
を
尊
重
し
て
温

か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

息
子
か
ら
就
活
は
終
了
し
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
ど
ち
ら
の
内
定
先
を
選
ぶ
の
か
迷
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
大
人
と
し
て
の
意
見
は
言

い
ま
す
が
、
本
人
が
行
き
た
い
と
思
う
と
こ

ろ
で
な
い
と
勤
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
、
最
終
的

に
決
め
る
の
は
本
人
で
す
。
ま
た
、
大
人
で
も

人
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
が
違
い
ま
す
か
ら
、
息

子
に
は
い
ろ
い
ろ
な
大
人
の
意
見
を
聞
き
な

さ
い
と
伝
え
て
あ
り
ま
す
。
ゼ
ミ
の
先
生
に

相
談
す
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
し
、
就
活
中
も

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
兄
に
も
相
談
し
た
ら
し
く
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
幅
広
い
業
界
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
息
子
は
も
と
も
と
引
っ
込
み
思
案

な
性
格
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
自
主
的
に
動

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
学
生
活
に
不
安
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
専
門
的
な
学

び
も
大
事
で
す
が
、
親
と
し
て
は
、
自
分
か
ら

行
動
し
て
い
け
る
、
主
張
も
で
き
る
、
そ
う
い

う
こ
と
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
4
年
間
の
学
生
生
活
を
経

て
、
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
人
間
力
を
身

に
付
け
る
な
ど
、
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

日
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ミ
ニ
講
演
会
に
今
年

も
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
っ
た

印
象
は
あ
り
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
が
変
わ
る
の
は
当
然
の
こ

と
。
L
I
N
E
で
の
や
り
と
り
も
あ
り
ま
す

が
、
い
い
大
人
で
す
か
ら
何
か
話
し
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
言
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
息

子
は
、
研
究
や
開
発
な
ど
の
仕
事
に
就
き
た
く

て
今
の
学
部
を
選
び
、
入
学
時
か
ら
大
学
院
へ

行
く
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
現
在
も
そ

の
つ
も
り
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
親
と

し
て
は
聞
い
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
父

た
め
の
準
備
や
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
聞
く
こ

と
が
で
き
、
手
厚
い
支
援
に
安
心
で
き
ま
し

た
。
家
で
は
学
食
で
何
を
食
べ
た
と
か
レ
ポ
ー

ト
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
た
な
ど
と
い
ろ
い

ろ
な
話
を
し
て
く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
で

す
。
学
生
生
活
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
は
、
自
分
で
考
え
て

行
動
す
る
力
や
社
会
で
自
立
し
て
生
き
て
い

く
力
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
学
生
時
代
は
そ
の
た
め
の
準
備
期

間
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
へ
足
を
運
べ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
で
き

る
だ
け
行
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
今

日
は
参
加
し
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
の
場
合
、

大
学
祭
へ
出
か
け
る
の
が
精
一
杯
。
私
立
は

サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
日

は
大
学
の
情
報
を
た
く
さ
ん
収
集
で
き
ま
し

た
。
現
代
教
育
学
部
の
息
子
は
、
私
が
小
学
校

に
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
専
門
的
な
学
び
に

つ
い
て
も
話
が
通
じ
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う

で
、
大
学
の
授
業
の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
お

か
げ
で
高
校
生
の
時
よ
り
会
話
が
増
え
た
か

母
と
の
集
い
」
の
案
内
が
届
い
た
時
に
3
年
生

は
早
い
時
期
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
確
認
済

で
す
の
で
、
そ
の
頃
ま
で
に
は
話
し
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
大
学
で
こ
ん
な
話
を
聞

い
た
け
ど
、
ど
う
す
る
つ
も
り
？
」
と
聞
け
ば

ス
ム
ー
ズ
に
話
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
う
観
点
で
は
「
父
母
と
の
集

い
」
で
得
た
情
報
は
、
息
子
と
の
会
話
の
い
い

き
っ
か
け
で
す
。
来
年
も
参
加
す
る
予
定
で
す

が
、
来
年
は
今
回
申
し
込
ま
な
か
っ
た
個
別
面

談
に
申
し
込
む
つ
も
り
で
す
。

　

近
年
の
大
学
は
自
分
た
ち
が
学
生
だ
っ
た

頃
と
は
違
う
と
思
い
、
息
子
が
通
う
大
学
の

様
子
や
ど
ん
な
風
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
く
て
「
父
母
と
の
集
い
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
学
生
生
活
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
面
談
も
希
望
。
大
学

の
先
生
と
話
を
す
る
機
会
は
滅
多
に
あ
る
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
息
子
は

教
職
免
許
を
取
得
し
て
教
員
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
か
ら
、
そ
の

息
子
と
の

い
い
距
離
感
を

私
た
ち
親
も
勉
強
中
。

現
代
教
育
学
部 

現
代
教
育
学
科

1
年
生
の
ご
両
親

9

「
父
母
と
の
集
い
」で

得
た
情
報
が
息
子
と
の

会
話
の
き
っ
か
け
に
。

応
用
生
物
学
部 

応
用
生
物
化
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

7

学
生
時
代
は
、

社
会
で
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
る
準
備
期
間
。

現
代
教
育
学
部 

現
代
教
育
学
科

1
年
生
の
ご
両
親

8

4
年
間
を
通
し
て

成
長
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
文
学
部 

歴
史
地
理
学
科

4
年
生
の
ご
両
親

6　
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も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
経
験
か
ら
わ
か
る
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
で
気
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
解
消
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
息
子
に
は
、
学
生
の
間
に
自
分
で
物

事
を
決
め
る
経
験
を
た
く
さ
ん
し
て
、
自
ら

選
択
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
自

分
で
決
め
た
こ
と
に
向
か
っ
て
後
悔
し
な
い
よ

う
に
努
力
す
る
。
そ
ん
な
成
長
を
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
親
も
最
近
で
は
一
歩

引
い
た
と
こ
ろ
で
見
守
り
、
あ
ま
り
干
渉
し

す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
一

人
の
大
人
と
し
て
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

程
よ
い
距
離
感
を
私
た
ち
も
勉
強
中
で
す
。

　

「
父
母
と
の
集
い
」
へ
の
参
加
申
込
を
し
た

と
き
は
、
ま
だ
内
定
を
獲
得
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
先
日
内
定
を
得
て
就

職
活
動
を
終
え
ま
し
た
の
で
、
今
は
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
息
子
は
大
学
で
の
出
来
事
を

あ
ま
り
話
さ
な
い
タ
イ
プ
。
就
職
活
動
に
つ

い
て
も
そ
の
傾
向
通
り
で
、
朝
に
ス
ー
ツ
で

出
か
け
て
い
け
ば
、
今
日
は
面
接
な
の
だ
ろ

う
な
と
こ
ち
ら
が
察
し
ま
す
。
帰
っ
て
き
た

と
き
に
「
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
聞
け
ば
、「
う

ん
、
ま
あ
普
通
…
」
と
い
う
返
答
。
あ
ま
り

こ
ち
ら
か
ら
聞
き
出
す
の
も
よ
く
な
い
の

で
、
そ
の
と
き
で
な
く
て
も
、
本
人
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
と
き
に
事
後
報
告
で
ぽ
つ
ぽ

つ
と
話
し
て
く
れ
る
こ
と
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
、
今
は
こ
う
い
う
状
況
な
ん
だ
な
と
理
解

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
内
定

を
獲
得
し
た
と
き
も
過
程
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
突
然
の
報

せ
で
し
た
。
し
か
も
、
も
う
1
つ
の
会
社
に

辞
退
の
連
絡
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
そ
こ
で
初
め
て
既
に
内
定
を
も

ら
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。
今
日
で

「
父
母
と
の
集
い
」
へ
の
参
加
は
最
後
で
す

が
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
日
の
一
番
の
収
穫
は
、
就
職
と
大
学
院
へ

の
進
学
に
つ
い
て
先
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
す
。
本
人
が

ど
う
す
る
の
か
、
親
と
し
て
も
そ
の
気
持
ち

が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
は
こ
れ
か
ら
確
か
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
そ

の
た
め
の
情
報
収
集
が
で
き
ま
し
た
。
個
別

面
談
で
は
ゼ
ミ
の
先
生
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
つ
い
て
褒
め
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
点

は
親
と
し
て
も
感
じ
て
い
た
こ
と
な
の
で
、
学

生
生
活
で
も
発
揮
で
き
て
い
た
こ
と
が
嬉
し

い
で
す
。
し
か
も
勉
強
が
好
き
に
な
っ
た
よ

う
で
嬉
し
い
限
り
で
す
。
ゼ
ミ
も
こ
の
先
生
の

ゼ
ミ
に
入
れ
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た

し
、
仲
間
と
の
出
会
い
も
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
後
は
こ
の
時
期
で
言
え
ば
、

進
学
か
就
職
か
ど
ち
ら
に
し
て
も
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
今
ま

で
と
は
違
う
自
分
を
発
見
で
き
た
り
、
気
持

ち
に
変
化
が
起
き
た
り
、
仕
事
や
自
分
に
つ
い

て
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
か
ら
、
行
き
た
い
と

思
え
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
が
見
つ
か
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
父
母
と
の
集
い
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
に
よ
る
講
演
会
の
内
容

が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
親
の
話
し
方
も
大
切
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。「
話
し
て
く
れ

な
い
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
か
…
」
で
済
ま
す
の
で

は
な
く
、
聞
き
取
る
力
が
重
要
な
の
で
す
ね
。

息
子
は
普
段
の
話
は
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
が
、

学
び
や
将
来
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
話
し
た
が

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
答
え
や
す
い
質
問
を

す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
息
子
は

大
学
・
学
部
を
選
ぶ
際
に
「
自
分
が
得
意
な
分

野
」
よ
り
も
「
学
び
た
い
分
野
」
を
重
視
し
て
中

部
大
学
の
環
境
生
物
科
学
科
に
決
め
た
よ
う
で

す
。
講
義
に
つ
い
て
い
く
の
に
大
変
な
時
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
高
い
志
を
も
っ
て
興
味
の
あ
る

学
問
を
突
き
詰
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

就
職
も
、
応
用
生
物
学
部
は
学
び
と
関
係
の
薄

い
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
に
就
く
学
生
さ
ん
も
多
い

よ
う
で
す
が
、
折
角
の
学
び
や
興
味
を
生
か
せ

る
仕
事
に
就
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

就
職
か
進
学
か

そ
の
気
持
ち
を

確
か
め
る
た
め
に
。

国
際
関
係
学
部 

国
際
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

11

興
味
を
突
き
詰
め
て
、

そ
れ
を
生
か
せ
る
仕
事
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
。

応
用
生
物
学
部 

環
境
生
物
科
学
科

2
年
生
の
お
母
様

12

息
子
が
話
す
言
葉
の

か
け
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

現
状
を
理
解
。

工
学
部 

建
築
学
科

4
年
生
の
ご
両
親

10
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し
て
の
器
を
大
き
く
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
2
年
生
の
と
き
に
、
報
酬
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
き
っ

か
け
は
私
た
ち
が
「
父
母
と
の
集
い
」
で
い

た
だ
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
し
た
。
今
年
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
B
に
申
し
込
ん
だ
よ
う
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
企
業
を
見
て
、
よ
く
考
え

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
は
自
主
性
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
言
わ
れ
て
か
ら
動
く
の
で
は
な

く
、
自
ら
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
発
信
が
あ

れ
ば
、
親
と
し
て
も
押
し
付
け
で
は
な
く
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

就
職
活
動
で
は
手
遅
れ
に
な
る
前
に
情
報

を
自
ら
仕
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
人
が
納
得
し
て
就
職
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
大
学
へ
来
ま
し
た

が
、
昨
年
は
地
区
会
場
に
参
加
し
、
先
生
方

に
は
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
お
答
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
学
会
場
は
、
日
頃
わ
が
子
が
学

ぶ
場
所
を
実
際
に
見
て
安
心
で
き
る
と
い
う

点
で
満
足
で
き
ま
す
し
、
地
区
会
場
に
は
地

区
会
場
の
良
さ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

2
年
前
に
3
つ
の
学
科
が
統
合
さ
れ
て
で

き
た
経
営
総
合
学
科
。
昨
年
の
「
父
母
と
の
集

い
」
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
息
子
が
ど

ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
か
知
り
た
く
て

参
加
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
学
科
の
概
略

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し

具
体
的
な
学
び
ま
で
わ
か
る
と
、
将
来
の
就

職
先
な
ど
へ
の
見
方
も
変
わ
っ
て
く
る
か
な
と

感
じ
ま
し
た
。
就
職
実
績
や
就
職
先
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
企
業
に
行

く
た
め
に
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
た
の
か
、
あ

る
い
は
そ
の
勉
強
を
し
た
場
合
の
別
の
道
の

可
能
性
ま
で
わ
か
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
学
生
時
代
の
間
に
、
息
子
に
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
力
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
。
友

人
に
聞
く
と
息
子
に
は
し
っ
か
り
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
よ
う
で
、
家
で
は
見
せ
な
い
側

面
も
あ
り
、
親
と
し
て
は
安
心
と
不
安
な
気

持
ち
が
入
り
交
じ
っ
て
い
ま
す
。
息
子
の
真
面

目
な
と
こ
ろ
は
褒
め
て
あ
げ
ら
れ
る
部
分
で

す
が
、
も
う
少
し
自
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
顔

を
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
積
極
的
な
交
流

や
活
発
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
正
門
か
ら
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ

け
で
、
中
に
は
入
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
日
初
め
て
入
り
ま
し
た
が
、
広
く
て

き
れ
い
で
い
い
環
境
で
す
ね
。
折
角
な
の
で
学

生
に
よ
る
お
も
て
な
し
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
施
設
や
新

し
い
設
備
の
説
明
を
し
て
く
れ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
欲
を
言
え
ば
建
物
や
部
屋

の
中
、
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
実
物
な
ど
も
見

た
か
っ
た
で
す
。
研
究
室
の
様
子
や
ど
ん
な
授

　

国
際
関
係
学
部
と
い
う
名
称
か
ら
学
び
の

内
容
が
漠
然
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
部
の
概

要
や
国
際
的
な
仕
事
が
で
き
る
就
職
先
も
あ

る
こ
と
を
聞
き
、
こ
の
学
部
で
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
は
「
父
母
と
の
集

い
」
に
申
し
込
み
を
す
る
と
き
は
留
学
を
考

え
て
い
た
の
で
面
談
を
申
し
込
ん
だ
の
で
す

が
、
そ
の
後
留
学
の
予
定
が
な
く
な
り
、
今
日

参
加
す
る
の
を
止
め
よ
う
か
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
参
加
し
た
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

こ
の
後
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
ミ
ニ
講
演
会

に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。
息
子
に
は
折
角

の
機
会
で
す
か
ら
、「
学
生
時
代
の
間
に
何
か

資
格
を
取
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
は
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
息
子
に
よ
る
と
、
先
生
は
資

格
の
有
無
は
重
要
で
は
な
い
と
話
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
息
子
が
就
職
す
る
頃
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
景
気
も
衰
退
し
て

就
職
も
大
変
な
の
で
は
…
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
学
内
で
は
資
格
講
座
受
講
料
の
一
部
補

助
が
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
語
学
の
資
格
は
取

得
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
大
学
に
は
、
人
間
と

大
学
会
場
と
地
区
会
場
の

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が

あ
る
こ
と
を
実
感
。

人
文
学
部 

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

14

学
生
時
代
に

語
学
の
資
格
を

取
得
し
て
ほ
し
い
。

国
際
関
係
学
部 

国
際
学
科

1
年
生
の
お
母
様

13

家
で
は
見
せ
な
い

振
る
舞
い
に

安
心
と
不
安
。

経
営
情
報
学
部 

経
営
総
合
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

15

同
じ
学
科
の

保
護
者
同
士
で
交
流

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

応
用
生
物
学
部 

環
境
生
物
科
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

16
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業
を
し
て
い
る
の
か
、
先
生
は
ど
ん
な
研
究
を

し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
ま
で
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
は
長

男
が
関
西
の
大
学
へ
行
っ
て
い
て
、
こ
の
集
い

と
同
じ
よ
う
な
保
護
者
の
会
が
あ
り
参
加
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
学

科
別
に
先
生
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
も
聞
く

こ
と
が
で
き
、
教
授
と
の
食
事
会
や
同
じ
学

科
の
保
護
者
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

は
か
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

の
で
、
も
う
少
し
交
流
の
場
が
あ
る
と
い
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
大
学
の
概
要
を
、
個
別
面
談

で
は
子
ど
も
の
成
績
に
つ
い
て
具
体
的
に
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
父
母
と
の
集
い
」

に
参
加
し
な
い
と
得
ら
れ
な
い
情
報
や
資
料

な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
子
ど
も
か

ら
の
情
報
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
な
か
正
確
な

情
報
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
言
う
こ

と
を
信
じ
る
の
も
親
の
務
め
で
す
が
、
心
配

に
な
っ
て
聞
い
て
も
、「
大
丈
夫
」
と
返
さ
れ

く
だ
さ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
4
年
生
の
こ
の

時
期
に
は
国
家
試
験
対
策
が
あ
っ
た
り
と
い
っ

た
、
何
月
に
何
が
行
わ
れ
る
か
の
情
報
は
と

て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
で
息
子
と

も
具
体
的
な
話
が
で
き
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
う
し
た
情
報
を
得
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
が
、
新
た
に
聞
き
た
い
こ
と
も
生
ま
れ

て
き
て
、
来
年
は
個
別
面
談
を
申
し
込
も
う

と
決
め
ま
し
た
。
た
だ
、
欲
を
言
え
ば
、
学
科

の
説
明
会
で
も
全
体
会
で
い
た
だ
け
た
よ
う

な
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
手
元
資
料
が
あ
る
と

大
変
助
か
り
ま
す
。
情
報
を
家
に
持
ち
帰
っ
て

主
人
に
説
明
す
る
た
め
に
メ
モ
を
取
る
の
に

必
死
で
し
た
。
ま
た
、
今
日
は
心
肺
蘇
生
体
験

が
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
息
子
と
同
じ
ス

ポ
ー
ツ
保
健
医
療
学
科
の
学
生
に
よ
る
運
営

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
こ
の
後
、
学
食
で
ラ

ン
チ
を
し
て
か
ら
参
加
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

「
息
子
が
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
か

知
り
た
い
」
。
こ
れ
が
今
日
の
一
番
の
参
加
理

由
で
す
。
息
子
に
聞
い
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い

の
で
、
3
年
生
で
す
が
「
父
母
と
の
集
い
」
に

て
し
ま
え
ば
そ
れ
以
上
は
踏
み
込
め
な
い
の

が
実
状
で
す
。
た
だ
、
部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
で
の
人
間
関
係
は
う
ま
く
で
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
部
活
動
で
は
大
学
祭
で
の
催
し

を
企
画
す
る
な
ど
、
そ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
の
や
り
と
り
や
考
え
方
は
将
来
の
仕
事
に

も
生
き
る
部
分
で
す
の
で
、
い
い
経
験
が
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
就
職
活
動
は
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
望
み
ま
す
。
仕
事
に
は
、
い

く
ら
企
業
研
究
し
て
も
見
え
な
い
厳
し
さ
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
部
分
を
実
際
の
現
場

を
経
験
し
て
、
少
し
で
も
知
っ
た
上
で
就
職
し

て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

昨
年
、
1
・
2
年
生
対
象
の
「
父
母
と
の
集

い
」
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
学
科
説
明

会
は
そ
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
3
年
生
の
今
欲
し
い
情
報
の
ポ
イ
ン
ト
が

き
ち
ん
と
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
学
年
別
の

開
催
に
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

卒
業
し
た
先
輩
方
が
ど
の
よ
う
な
道
に
進
ま

れ
た
の
か
を
数
値
を
示
し
な
が
ら
解
説
し
て

初
参
加
で
す
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
水
曜
日
も

授
業
が
あ
る
の
で
す
ね
（
苦
笑
）
。
大
学
へ
行

か
な
い
の
で
、
休
み
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
も
水
曜
日
は
学
習
や
就
職
な
ど

の
相
談
が
で
き
る
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
基
本
的
に
は

本
人
に
任
せ
て
い
ま
す
が
、
勉
強
な
ど
の
わ

か
ら
な
い
点
は
ど
う
解
決
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
支
援

が
あ
る
こ
と
は
頼
も
し
い
で
す
ね
。
就
職
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
人
生
で
す
か
ら
親
が
あ
れ
こ

れ
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
就
職
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
話
も
聞
け
て
安
心
し

ま
し
た
。
た
だ
、
今
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
帰
宅
が

遅
い
た
め
、
今
後
は
規
則
正
し
い
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
早
起
き
の
習
慣
に
戻
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
今
日
は
、
大
学
の
様

子
を
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
授
業
や
卒
業
研
究

の
発
表
な
ど
も
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
厳
し
さ
を

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
し
て
学
ん
で
ほ
し
い
。

工
学
部 

建
築
学
科

2
年
生
の
ご
両
親

17

具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
わ
か
り

大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。

生
命
健
康
科
学
部 
ス
ポ
ー
ツ
保
健
医
療
学
科

3
年
生
の
お
母
様

18

就
職
活
動
が
始
ま
る

今
後
の
生
活
に
合
わ
せ
て

早
起
き
の
習
慣
を
。

工
学
部 

電
子
情
報
工
学
科

3
年
生
の
ご
両
親

19
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Q　　

Q　　

に

聞
き

ま
し
た
！

大
生

部
中

長いようで短い4年間の学生生

活。有意義な時間を過ごすために

は、計画的に物事を進めなければ

なりません。そんなとき先輩たちの

後悔や反省の声、叶えようとする目

標は、これからの学生生活の参考

や刺激になるはずです。そこで今

回は、2つのテーマでインタビュー

を行いました。

工学部 情報工学科 3年

鈴木 出留さん

サークル（中部大学ボランティア・
NPOセンター）の活動にもっと参
加しておけばよかった。今年から
サークル全体をまとめる立場に
なったけれど、経験を重ねて知識
をつけておけば、もっと楽しくてラ
クになったはず。

人文学部 心理学科 4年

鈴木 里奈さん

企業研究や自分の興味のある業界
についてもっと知っておけばよかっ
た。就活をスタートしてから、自分
の興味がある業界を決めるのに1カ
月かかってしまい出遅れた…。

工学部 ロボット理工学科 4年

河村 優斗さん

大学祭実行委員になっておけばよ
り充実した学生生活が送れたと思
う。実行委員をやっている友だちが
とても楽しそう…。クラブサークル
に誘われたら、勇気を持って参加
しよう！と1年前の自分に言いたい。

生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 1年

工藤 一樹さん

単位を落とすことなく部活動（ラグ
ビー部）を頑張る！そのために、早
めのテスト勉強や空きコマを有効
に使って勉強することを心がけて
います。

国際関係学部 国際学科 3年

松下 竜さん

英語などの語学の勉強や読書を
たくさんしておけばよかった。自分
の知りたい分野を学ぶには幅広く
学ばなければならないし、英語を
含めて言葉を読めればもっと深い
学びができたと思う。

こ
の
1
年
間
を
振
り
返
っ
て
、

や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

卒
業
す
る
ま
で
に

達
成
し
た
い
目
標
は
？

学生インタビュー
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応用生物学部 応用生物化学科 3年

鶴田 琴美さん

留学や演劇など、やりたいことを
たくさんした1年間だったけど、お
金が足りず、遊びに行けなくて辛
いときもあったので、無理をしてで
も、もっとアルバイトをしておけば
よかった。でも、1年前の自分には
もっといろんな舞台を見ろ！とは言
いたい。

工学部 情報工学科 3年

山根 悠暉さん

Javaを早い段階から勉強しておけ
ばよかった。今のJavaの授業が難
しく、単位取得がちょっと危ない
…。CやJavaのほかにもプログラム
言語を勉強しておいた方が将来に
役立つ。

人文学部 日本語日本文化学科 1年

矢橋 結さん

日本のことについて学び、海外に
発信できるようにする。まずは自分
の住んでいる地域について、授業
で学んだことを生かして調べる。

現代教育学部 現代教育学科 2年

高橋 匠さん

教職確認試験に合格できるよう
にしっかり勉強しておくべき。友だ
ちと遊ぶことも大切だけど、しっ
かり勉強することが大切です。

人文学部 歴史地理学科 3年

長嶋 航平さん

いろいろなところに旅行をしてお
けばよかった。3年生で教職課程
を取っているので介護実習や授
業が多い…。忙しくなるので行け
るうちに国内や海外に行った方が
いいと言いたい。

国際関係学部 国際学科 3年

鈴木 愛乃さん

もっと計画を立てて生活するべき
だった。毎日が行き当たりばった
りの生活で、中途半端になってし
まった…。1年前の自分に何が今
一番大事なのかをよく考えなさい
と言いたい。勉強も遊びも全力で
取り組もう。

応用生物学部 食品栄養科学科 1年

前田 兵河さん

資格の取得。たくさん旅行に行
く。充実した生活を送る。そのた
めに勉強、アルバイト、友だちづ
くりに力を入れる。

生命健康科学部 作業療法学科 3年

木下 朋美さん

日々 の知識の積み重ねを大切にし
ておけばよかった。今、課題をこ
なすのに必死で余裕がないから。
今やっていることはすべて意味が
あり、将来につながっている。諦
めずに先を見据えて頑張れ！と言
いたい。でも、今のうちにたくさん
遊べ！とも…。

生命健康科学部 作業療法学科 2年

藤井 美月さん

2年生になり、応用科目が増えた
ことで基礎が重要だと実感。1年
生は4年間全体の基礎となる科目
が多いので、毎日少しずつでも勉
強しておくべきだった。1年前に戻
れるなら、今が踏ん張り時だから
頑張れ！と言いたい。

経営情報学部 経営総合学科 3年

森 立樹さん

授業をきちんと受けて単位取得の
ために頑張ればよかった。4年生
になった時にまわりの友人が授
業を取らなくてもよいのに、自分
は授業を取らなくてはいけないか
も。そうなったら就活にも影響が
出てしまう…。

現代教育学部 幼児教育学科 4年

小川 美邦さん

アルバイトで稼いだお金を貯めて
おき、いろいろなところに旅行し
ておけばよかった。社会人になっ
たらあまり旅行する時間がないと
思うし、旅行することで視野が広
がり、考え方や感じ方も変わって
いたかもしれない。計画的な貯金
が大事！

経営情報学部 経営総合学科 1年

掛布 直哉さん

英語はもちろん、中国語、ドイツ語
の習得。経済が一番発展している
アメリカに留学し、お金の流れに
ついてしっかり勉強したい。そのた
めに、学習時間、遊ぶ時間、アル
バイトの時間のメリハリをつけて、
一人の時の時間も大切にする。
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学生の活躍から見る
Pick Up TOPICS

中部大学では、この1年間でたくさん

のイベントを開催しました。それらの中

から、学生が活躍したいくつかのトピッ

クスに焦点をあててご紹介します。

名古屋グランパスと
オフィシャルパートナー契約を締結7/22

学校法人中部大学は7月、Jリーグ（日本プロサッカーリーグ）の名古
屋グランパスとオフィシャルパートナー契約を締結しました。中部大学
では学生による、救護ステーションと救護スタッフの運営サポートを通
して、名古屋グランパスの活動を応援しました。

ス
タ
ジ
ア
ム
内
で
の

体
調
不
良
者
や
ケ

ガ
を
し
た
方
へ
の
対

応
等
、学
内
で
は
学

べ
な
い
こ
と
を
経
験

し
て
い
ま
す
。

スポーツ保健医療学科
3年

岡崎 美紀さん

学生主体で創り上げた
第55回中部大学祭11/2 ～ 4

実
行
委
員
長
と
し

て
、全
て
の
メ
ン
バ
ー

が
納
得
し
、成
功
に

向
け
て
運
営
す
る
こ

と
の
難
し
さ
と
楽
し

さ
を
学
び
ま
し
た
。

ロボット理工学科
4年

桑山 卓真さん

「New Challenge」がテーマの第55回中部大学祭は、恒例の研究発表
展や模擬店、8時間自転車耐久レースのほか、クラブ有志企画、巨大
迷路などの多彩な企画を実施。最終日は、ジャングルポケット、カミナ
リ、オレンジによるお笑いライブも行われました。

夏季課外教育活動
「フレッシュマンキャンプ」8/6 ～ 9

本学の施設「新穂高山荘」に宿泊して行う伝統行事「フレッシュマン
キャンプ」。キャンプでは西穂高岳の登山や、屋外で火をおこして作る
穂高なべ、満点の星空の下で行うキャンプファイヤーなど、自然の中で
フレッシュマンが仲間とともに特別な時を過ごしました。

参
加
者
と
し
て
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
の

で
、以
降
、こ
う
し
た

機
会
は
逃
し
て
は
い

け
な
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

建築学科
4年

吉田 幸叶さん

応用生物学部実習農場で
初の稲刈り

昨年6月に開場した応用生物学部実習農場では、スタートアップセミ
ナーの一環として、学部1年生が田植えを体験しますが、水田の管理、田
植えの準備や稲刈りなどは、学生組織の農場サポーターが行います。初
めての稲刈りではサポーター学生と教職員が一緒に汗を流しました。

学
部
農
場
サ
ポ
ー

タ
ー
の
副
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、約
40
人
の

仲
間
と
と
も
に
新

入
生
の
田
植
え
体

験
や
収
穫
等
の
お
世

話
を
し
て
い
ま
す
。

環境生物科学科
2年

冨田 侑汰さん

ちゅとらがゆるキャラグランプリ
2018に参加11/17・18

本学の公式マスコットの「ちゅとら」が、ゆるキャラグランプリに初めて
エントリー。11月には、東大阪市の花園中央公園特設会場での決選
投票イベントにも参加し、中部大学ブースを出展。最終順位は、「ご当
地ゆるキャラ部門」で507体のエントリーがある中、66位でした。

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を

通
し
て
、人
と
繋
が

る
喜
び
や
自
分
の

ア
イ
デ
ア
を
実
現

さ
せ
る
面
白
さ
を

得
ま
し
た
。

生命医科学科
2年

武田 祥也さん

10/20
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第15回中部大学音楽祭学生の活躍を称える
2018年度学長表彰の会 12/91/25

Year
Album

2018.7～ 2019.6

実
行
委
員
長
と
し

て
の
活
動
は
大
変

で
し
た
が
、周
囲
の

協
力
の
お
か
げ
で
今

は
や
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
って
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
留
学
で

一
か
ら
英
語
力
を

磨
き
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

８
０
５
点
を
取
得
、

表
彰
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

国際学科
4年

野原 悠さん

応用化学科
4年

市川 桃花さん

演奏を披露したのは、中部大学の5つの音楽系クラブ（シンフォニック
バンド、軽音楽部、マンドリンクラブ、混声合唱団、管弦楽団）で、司会
進行を放送研究会の学生が務めました。会場の春日井市民会館には
800人超の聴衆が訪れ、優雅な午後のひとときを楽しみました。

勉強や研究や社会貢献、個々の活動などさまざまな分野での功績を
称え学生を表彰する「学長表彰の会」。44件55人の学生が表彰され、
学長から受賞者に表彰状と記念品が手渡されました。その後、代表学
生によるスピーチと記念撮影が行われました。

第1回学校法人中部大学アワード
人間力グランプリを開催12/22

人間力グランプリとは、分野を問わず、積極果敢な活動・挑戦を続けて
いる学生・生徒を発掘し、さらなる活躍を期待して学園全体で応援する

「中部大学（学園）版栄誉賞」です。1次審査を通過した学生10人が2
次審査に臨み、大学生活での成長をプレゼンテーションしました。

同
じ
学
生
と
し
て

様
々
な
場
面
で
積
極

的
に
挑
戦
し
、活
躍
し

て
い
る
学
生
の
発
表

に
刺
激
を
受
け
た
貴

重
な
機
会
で
し
た
。

都市建設工学科
3年

川岸 朱沙さん

新入生に各クラブを紹介する
「春一祭」を開催4/2

春一祭とは、中部大学祭実行委員会とクラブ運営委員会が主催で行
う、クラブ・サークル活動の紹介や大学に関するクイズなど新入生が
楽しめる企画が盛りだくさんのイベントです。当日は雨天のため、会場
を急きょ屋外から屋内に変更しましたが、多くの学生が参加しました。

２
０
０
名
の
新
入

生
が
集
ま
り
う
れ

し
か
っ
た
一
方
、大

勢
の
人
を
動
か
す

こ
と
の
難
し
さ
を

学
び
ま
し
た
。

食品栄養科学科
3年

國井 博誉さん

ボランティア・NPOセンターの
学生が被災地支援活動へ2/21・22

中部大学ボランティア・NPOセンターの学生たちが宮城県気仙沼市で
被災地支援活動を行いました。この活動は、2011年9月に初めて訪問し
てから15回目。今回は、仮設住宅から防災集団移転先に移られた方と
のコミュニティ再構築のため、学生主催で交流イベントを行いました。

被
災
地
に
は
学
ぶ

べ
き
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。皆
さ

ん
も
現
地
へ
行
き
、

体
全
身
で
感
じ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

歴史地理学科
4年

山田 篤志さん
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2
0
1
9
年
5
月
25
日（
土
）、A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
に
て
、

2
0
1
9
年
度
中
部
大
学
後
援
会
役
員
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
、評
議
員
の
皆
様
に
は
大
勢
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、す
べ
て
の
議
事
が
滞
り
な
く
終
了
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

に
、幹
事
の
和
田
悦
治
氏
を
推
薦
し
、全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。新
た
な
幹
事
・
評
議
員
の
委
嘱

と
合
わ
せ
て
、会
則
に
則
り
、顧
問
に
飯
吉
厚
夫
理

事
長
・
総
長
を
は
じ
め
と
し
た
8
名
の
先
生
方
を

委
嘱
し
、事
務
局
が
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、第
4
号
議
案
の「
2
0
1
9
年
度
事
業

計
画
案
」、第
5
号
議
案
の「
2
0
1
9
年
度
予
算

案
」が
と
も
に
審
議
さ
れ
、異
議
な
く
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
事
が

終
了
後
、石
原
学

長
か
ら
任
期
を
終

え
ら
れ
た
役
員
へ

記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、本
年
度
の
後

援
会
役
員
会
・
評

議
員
会
は
無
事
閉

会
し
ま
し
た
。

　
本
会
開
会
に
あ
た
り
、は
じ
め
に
神
谷
太
郎
会

長
が
挨
拶
さ
れ
、日
頃
の
後
援
会
事
業
へ
の
協
力
に

対
す
る
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、令
和
の
幕
開
け

を
機
に
、あ
ら
た
め
て
学
生
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ

保
護
者
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
ら
れ

ま
し
た
。続
い
て
石
原
修
学
長
か
ら
、後
援
会
に
よ

る
大
学
へ
の
支
援
に
対
す
る
お
礼
と
、大
学
の
近
況

と
し
て
今
春
の
就
職
状
況
や
入
試
出
願
状
況
が
好

調
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、慣
例
に
よ
り
議
長
に
神
谷
会
長
が

選
出
さ
れ
、出
席
状
況
の
報
告
と
、会
則
に
則
り

本
会
が
成
立
し
た
こ
と
を
宣
言
し
、各
議
案
の
審

議
へ
と
移
り
ま
し
た
。事
務
局
か
ら
、第
1
号
議

案「
2
0
1
8
年
度
事
業
報
告
」と
第
2
号
議
案

「
2
0
1
8
年
度
決
算
」の
報
告
、ま
た
眞
浦
監
査

よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、審
議
の
後
、異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
3
号
議
案「
役

員
・
評
議
員
の
選
出
・

委
嘱
」で
は
、神
谷
会

長
が
退
任
の
意
向
を

伝
え
、足
立
憲
昭
副
会
長
を
新
会
長
に
推
薦
し
、全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。神
谷
前
会
長
が
退
任

の
挨
拶
に
立
っ
た
後
、足
立
新
会
長
か
ら
、「
公
私

と
も
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る
中
部
大
学
の
後
援
会

活
動
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
く
」と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
後
、足
立
会
長
が
議
長
を
務
め
、会
長

と
し
て
鍋
嶋
洋
行
副
会
長
の
再
任
お
よ
び
、幹
事

の
所
元
昭
氏
を
副
会
長
に
委
嘱
。監
査
は
大
野
将

嗣
氏
と
稲
垣
昌
之
氏
の
再
任
を
提
案
す
る
と
と
も

2
0
1
8
年
度

後
援
会
事
業
報
告
・
決
算
報
告

足
立
新
会
長
を
は
じ
め
、

新
副
会
長
、新
監
査
が
決
定

石原学長から神谷前会長へ記念品が贈られました。

挨拶する足立新会長

2
0
1
9
年
度 

中
部
大
学
後
援
会

「
役
員
会
・
評
議
員
会
」報
告
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■2019年度 事業計画

2019年度計画

大学
大学
広島
松本
富山
岐阜
浜松
大学
大学
四日市

中部大学（工・経・国：3・4年生対象）
中部大学（人・応・生・現：3・4年生対象）
ザ・ロイヤルパークホテル広島リバーサイド
ホテルモンターニュ松本
ホテルグランテラス富山
岐阜グランドホテル
ホテルクラウンパレス浜松
中部大学（工・経・国：1・2年生対象）
中部大学（人・応・生・現：1・2年生対象）
四日市都ホテル

6月
6月
9月
9月
9月
10月
10月
11月
11月
11月

15日
22日
14日
22日
28日
13日
26日
9日
16日
23日

（土）
（土）
（土）
（日）
（土）
（日）
（土）
（土）
（土）
（土）

会　場開催地開催日

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

支出の部 単位（円）

■2019年度 予算書（2019年4月1日から2020年3月31日まで）

（1）会議の開催
●役員会・評議員会及び懇親会
●大学の先生方との懇親会

（3）出版事業
●後援会会報「信頼」の刊行（全会員）
●「新入生の保護者のための中部大学ハンドブック」の刊行（新入会員）

（2）「父母との集い」の開催

（1）教育・研究図書の整備に対する支援
（2）就職活動支援（学内企業説明会）
（3）教育活動振興支援

2.大学への助成

1.会員と大学との連絡をはかる事業

（1）課外活動への支援
（2）就職活動への支援
（3）学生課外研究支援（チャレンジ・サイト活動）
（4）奨学支援
（5）学生生活支援（修学サポート、学内環境整備 等）
（6）災害見舞金の給付

3.学生に対する助成

助成金
記念事業寄付金
課外活動支援金

教育・研究図書支援金

就職活動支援金

学生課外研究支援金

奨学援助金
教育活動振興支援金
学生生活支援金

105,000,000
1,000,000
45,000,000

27,000,000

15,000,000
 

6,000,000

1,000,000
1,000,000
9,000,000

104,451,048
1,000,000
45,000,000

27,000,000

15,000,000

6,000,000

1,000,000
451,048
9,000,000

548,952
0 
0 

0 

0

0 

0 
548,952

0 
事業費
地区別後援会費
会議費
印刷出版費
災害見舞金

22,000,000
10,000,000
4,000,000
7,000,000
1,000,000

17,026,540
7,504,873
3,557,407
5,964,260

0

4,973,460
2,495,127
442,593
1,035,740
1,000,000

事務費
通信運搬費
事務委託費
印刷費
消耗品費
旅費
租税公課
雑費

8,520,000
5,500,000
2,000,000
300,000
250,000
20,000

0
450,000

7,361,074
4,814,397
2,000,000
141,400
111,135
8,591

0
285,551

1,158,926
685,603

0
158,600
138,865
11,409

0
164,449

事務担当者委託費
封筒等

弔電・供花、振込手数料、
オープンカレッジ補助 等

コピー用紙、事務用品 等
交通費
印紙代等

後援会報、案内発送費 等

予備費 2,000,000
次年度繰越金 2,297,841 10,979,693 △8,681,852

支出合計 139,817,841 139,818,355 △514

前年度繰越金
後援会会費

雑収入
収入合計

10,979,693
127,760,000

5,000
138,744,693

7,842,841
131,970,000

5,000
139,817,841

3,136,852
△4,210,000

0
△1,073,148

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

収入の部 単位（円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

支出の部 単位（円）

助成金
記念事業寄付金
課外活動支援金

教育・研究図書支援金

就職活動支援金

学生課外研究支援金

奨学支援金
教育活動振興支援金
学生生活支援金

105,000,000
1,000,000
47,000,000

27,000,000

15,000,000

4,000,000

1,000,000
1,000,000
9,000,000

0
0 

2,000,000 

0

0

△2,000,000

0
0
0 

新会員2,583名×@50,000、
編入会員8名×@25,000、
△複数在籍者 会費減免
53名×@30,000
預金利息

クラブ・ボランティア活動等への支援
学生の健康増進への支援強化のため増額

学内企業説明会、就職支援対策費、
各種講座費用補助、
就職対策検定料補助
自主的チャレンジ活動への支援
活動の見直しにより減額
貸費奨学金制度への支援
教育力向上への顕彰制度に対する支援
自主的な学びのための環境整備等への支援

大学の周年事業等への積立

教育・研究に係る図書整備に
対する支援

事業費
地区別後援会費
会議費
印刷出版費
災害見舞金

22,000,000
10,000,000
4,000,000
7,000,000
1,000,000

22,000,000
10,000,000
4,000,000
7,000,000
1,000,000

0
0
0
0
0

「父母との集い」会場費・運営費 等

後援会報「信頼」作成費 等
役員会・評議員会、役員懇親会

事務費
通信運搬費
事務委託費
印刷費
消耗品費
旅費
租税公課
雑費

8,520,000
5,500,000
2,000,000
300,000
250,000
20,000

0
450,000

8,520,000
5,500,000
2,000,000
300,000
250,000
20,000

0
450,000

0
0
0
0
0
0
0
0

事務担当者委託費
封筒等

弔電・供花、振込手数料、
オープンカレッジ補助 等

コピー用紙、事務用品 等
交通費
印紙代等

後援会報、案内発送費 等

予備費 2,000,0002,000,000 0 
次年度繰越金 1,224,693 2,297,841 △1,073,148

支出合計 138,744,693 139,817,841 △1,073,148

■2018年度 事業報告

2018年度報告

月　日 事業概要

2
0
1
9

4月1日

5月19日

5月21・22・24・25日

6月2日・16日

8月1日

8月1日
9月15日～12月22日

10月16・18日

2月18日～22日

2月21日

3月1・2・4～8日

中部大学通信「ウプト」の送付（4回）／資格取得講座・公務員講座補助 12講座324名／
就職対策試験検定料補助 27種2,859名

クラブ・ボランティア活動等への支援

自主的チャレンジ活動への支援

貸費奨学金制度への支援
教育力向上への顕彰制度に対する支援
自主的な学びのための環境整等への支援

大学の周年事業等への積立

教育・研究に係る図書整備に
対する支援

「父母との集い」会場費・運営費 等

後援会報「信頼」作成費 等
役員会・評議員会、役員懇親会

大学
大学
福岡
松本
四日市
浜松
岐阜
大学
大学
金沢

不言実行館アクティブホール
三浦幸平メモリアルホール
博多エクセルホテル東急
ホテルモンターニュ松本
四日市都ホテル
ホテルクラウンパレス浜松
岐阜グランドホテル
三浦幸平メモリアルホール
三浦幸平メモリアルホール
ホテル金沢

6月
6月
9月
9月
10月
10月
11月
11月
11月
12月

2日
16日
15日
23日
20日
28日
10日
17日
24日
22日

（土）
（土）
（土）
（日）
（土）
（日）
（土）
（土）
（土）
（土）

424名
425名
9名
26名
57名
58名
96名
354名
367名
35名

会　場開催地 開催日 参加者数

■「父母との集い」実施状況　参加者 1,851名

■2018年度 収支報告書（2018年4月1日から2019年3月31日まで）

科　目 予算額 決算額 差　異 摘　要

収入の部 単位（円）

前年度繰越金
後援会会費

雑収入
収入合計

7,842,841
131,970,000

5,000
139,817,841

7,842,841
131,970,000

5,514
139,818,355

0
0

△514
△514

新会員2,667名×@50,000、
編入会員6名×@25,000、
△複数在籍者 会費減免
51名×@30,000
預金利息

2,000,000

学内企業説明会、就職支援対策費、
各種講座費用補助、
就職対策検定料補助

2
0
1
8

●2018年度「父母との集い」案内号発行、発送（全会員）
　新入生の保護者のための「中部大学ハンドブック」発行、発送（新入会員）
●役員会・評議員会・懇親会開催（ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋）
　2017年度事業報告、決算報告／役員、評議員改選／会則改定／2018年度事業計画、予算審議
●「学内企業説明会（2019年3月卒業予定者対象）」協賛（中部大学学生教育部キャリア支援課主催）
　参加企業177社／学生参加者274名（三浦幸平メモリアルホール）
●「父母との集い」開催（大学会場：3・4年生対象）
　全体会、学部（学科）説明会、個別面談（三浦幸平メモリアルホール他）
●2017年度教育活動顕彰授賞式（中部大学スチューデントホール）
　後援会より、教育活動振興支援金として援助（教育活動優秀賞10名・教育活動特別賞1グループ）
●中部大学後援会会報「信頼」第64号発行、発送（全会員）
●「父母との集い」開催（大学会場：1・2年生、地区会場）
　全体会、学部（学科）説明会、個別面談（大学会場および福岡、松本、四日市、浜松、岐阜、金沢の各会場）
●「学内企業説明会（2019年3月卒業予定者対象）」協賛（中部大学学生教育部キャリア支援課主催）
　参加企業36社／学生参加者39名（中部大学不言実行館）
●「学内業界研究会（2020年3月卒業予定者対象）」協賛（中部大学学生教育部キャリア支援課主催）
　参加企業431社／学生参加者3,017名（中部大学第1学生ホール）
●役員懇親会（キャッスルプラザ）　
　出席者数 役員・評議員70名／大学関係者57名
●「学内企業説明会（2020年3月卒業予定者対象）」協賛（中部大学学生教育部キャリア支援課主催）
　参加企業610社／学生参加者2,369名（中部大学第1学生ホール）

105,000,000
1,000,000
45,000,000

27,000,000

15,000,000
 

6,000,000

1,000,000
1,000,000
9,000,000
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足立　憲昭

鍋嶋　洋行
所　　元昭

大野　将嗣
稲垣　昌之
和田　悦治

細野　秀信
貞木　康史
大島　　睦
加藤　達也
片山　賢昭
髙田　寿之
森下　浩孝
安永　吉宏
池田　幸治
岩男　康史
榊原　澄人
水野　博樹
村田　信行
鈴木　恒広
田端　勝彦
加藤　康秀
宮地　重徳
井戸田徹也
中村　賢司
鵜飼　秀明
本多俊太郎
石黒　和義
渡瀬　　聰
安永　昌紀
落合　芳隆
清水　　誠
神野　洋彰
畑　　信一
西垣　　司

佐野　雅史
小川　昌樹
駒田　光芳
太田　　巌
奥田　昌祥
山﨑　博文
山本　　勇
出原　真路
鈴木　将生
八木　一郎
今村　武人
長野　　猛
前田　　務
大竹　　靖
稲垣　保夫
伊藤　　勉
北島　直哉
境田　和美
土屋　昌史
塚田　　崇
服部　秀仁
野々垣直彦
三原　　明
伊藤　宗幸
門井　　仁
後藤　　淳
伊藤　信夫
　野　茂則
前田　和秀
大岩　　充

宮原　　敏
杉野　良幸
山田　哲也
藤野　智也
加藤　昌尚
小田　　徹
桐山　大輔
長谷川佳子
山本　英毅
寺澤　智博
安井　和美
田中　　亘
三木功一郎
井出　浩行
松岡　　茂
高橋　　豊
福井　基泰
岩崎　光成
小池　知治
清水　達哉
稲垣　辰広
寺町　秀明
清水　　健
大井田　潤
竹内　義昌
林　　隆生
丹羽美由紀
浅野　紀子
原　奈津子
近藤　英之

川嵜　光司
大貫　裕治
佐藤　隆幸
栗木光之輔
中村　功一
坂井　　実
篠田　健治

鈴木　　茂
大関　康広
宇佐美弘文
押村　良幸
川尻　裕司
國島　智之
服部　博文
堀場　哲明
天野　佳彦
松下　成彦
中根　幹訓
秋田　通芳
伊藤　鏡夫
小川　浩二
柴田　敏夫
勝　　泰彦
中野　伸彦
北原　義之
飛田　　泰
吉原　貴志
高橋　直仁

若尾　和彦
北村　達哉
安藤　一也
高橋　秀成
松尾　国雄
千種　宏幸
春日井清隆
吉見憲一郎
市川　宏二
松末　和也
奥村　直久
打田　浩一
千田　貴志
髙　　廣孝
杉山　真司
八木　泰樹
丹下　浩孝
清水　哲児
加藤　修二
栗本　英生
宮城　　修
服部　正樹
成田比佐志
根来　良和
長瀬左樹子
松山　成夫
坂野　和裕
岩崎　康治
蔦谷　健一
西脇　　毅

2019年度中部大学後援会役員・評議員

本会は中部大学後援会と称する。

本会の事務局は中部大学内におく。

本会は中部大学に協力し、大学を後援することを目的とする。

本会は前条の目的を達するために、次に掲げる事業を行う。  
（1）大学の教育、研究及び施設設備の拡充
（2）学生の就職斡旋活動に関する援助
（3）大学と保護者との連絡・会報の発行
（4）学生の福利厚生・奨学金援助          
（5）学生の課外教育活動育成に必要な事業・援助
（6）その他本会の目的達成に必要な事業

本会は次の会員をもって組織する。
正会員    中部大学学生の保護者
賛助会員  本会の趣旨に賛助する者

本会に次の役員をおく。
会  長 1名／副会長 2名又は3名／幹  事 各学科若干名  
監  査 3名／顧  問 若干名

会長、監査は評議員会において会員のうちから選出する。
副会長、幹事は会員のうちから会長が委嘱する。
顧問は役員会の議を経て会長が委嘱する。

役員の任務は次のとおりとする。
会長は会務を総理し、本会を代表する。
副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。
幹事は会長の指示を受け、会務を行う。
監査は本会の事業及び会計の監査にあたる。
顧問は本会の重要事項について会長の諮問に応じ又は助言する。

役員の任期は1年とする。ただし、再任を妨げない。
役員は任期満了後でも、後任の役員が就任するまでは、なおその職務を行う。

役員会は役員をもって組織し、会長が招集する。
役員会は次の事項を審議決定する。
（1）事業計画に関する事項（2）予算に関する事項
（3）決算に関する事項（4）その他会長が必要と認める重要事項
役員会は、役員総数の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し、
議事は出席者の過半数の同意によって決定する。

（ 1 ）
（ 2 ）
（ 3 ）
（ 4 ）
（ 5 ）
（ 6 ）
（ 7 ）
（ 8 ）
（ 9 ）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）

この会則は昭和42年4月13日から施行する。
この会の運用について必要な細則は役員会において別に定める。
昭和43年
昭和45年
昭和46年
昭和48年
昭和50年
昭和50年
昭和59年
昭和61年
昭和62年
平成12年
平成28年
平成30年

4月
4月
4月
4月
4月
12月
4月
4月
4月
5月
5月
5月

12日
8日
8日
8日
7日 
20日
1日
1日
1日 
27日
21日
19日

一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正
一部改正

第 1 条

第 2 条

第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条

第 7 条
2
3

第 8 条

第 9 条
2

第10条
2

3

本会に評議員会をおき、評議員をもって組織する。
評議員会は毎年1回会長が招集し、次の事項を取り扱うものとする。
（1）事業計画の承認（2）予算、決算の承認
（3）会長及び監査の選出（4）会則の改正
（5）その他役員会において重要と認める事項
臨時評議員会は、必要に応じて会長が招集する。
評議員会は、評議員総数の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し、
議事は出席者の過半数の同意によって決定する。
評議員は会員のうちから別に定める定数基準によって会長が委嘱する。
評議員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

本会の経費は会費及び寄付金をもってあてる。
正会員の会費は50,000円とし、子女入学の際に納入する。
ただし、会員の子女が複数人在籍する等の場合においては、会費を減免する。
なお、減免の詳細については、別に定める。
賛助会員の会費は50,000円以上とし、入会の際に納入する。

本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

本会の事務局は、庶務、会計の事務にあたる。
本会に事務局長をおき、会長が委嘱する。

本会に地方支部をおくことができる。

第11条
2

3
4

5
6

第12条
2

3

第13条

第14条
2

第15条

副会長

監　査

幹　事

評議員

中部大学後援会会則

［ 附 則 ］

畑　　岳志
大澤　　譲
井下　和之
玉置　正勝
小久保　孝
畔柳　正広
長谷川健一
船引　　忠
鈴木　直芳
中村　年宏
森下　昌泰
小川　宏二
金森　伸裕
安田　英生
岩崎　幸一
加藤　彦徳
塚本　正人
村田　利史
櫻井　　誠
岩城　史憲
青柳　幹夫
玉山由美子
岡田　浩義
若山　宜彦
鈴木　伸康
岩田　浩司
島村　　玄
増田　至功
山口　欣二
大林　崇秋

萩野　隆司
小島　慎一
佐々木成吾
田島　　賢
荒井　義博
三宅　康生
山内　一広
渡邉　一弥
長坂　嘉久
渡邉　辰児
秋岡　　隆
中村　裕行
野村　隆稔
早川　貴章
田中　弘毅
佐藤　仁志
池田　幸平
柏　　伸弥
奥田　道博
福井　弘之
佐原　覚志
平塚　弘之
加藤　　清
武原　謙二
勝野　伸介

会　長

■顧　問
［理事長・総長］
飯吉　厚夫
［学長］
石原　　修
［副学長（教育担当）］
杉本　和弘
  学監・
  後援会事務局長
大西　信之
［教務部長］
栗濱　忠司

［学生部長］
花井　忠征
［キャリア部長］
細川　健治
［大学事務局長］
西川　鉱治

［ ］
［ ］［ ］
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TEL.0568-51-4745

地 区 会 場

※プログラム等の詳細は決まり次第ホームページでお知らせします。

※当日のプログラムは変更になる場合がありますのでご了承ください。警報発令等によりやむをえず中止にさせていただくことがあります。

中部大学後援会事務局

https://www3.chubu.ac.jp/koenkai/

中部大学後援会

プ
ロ
グ
ラ
ム

9：30〜 受付

10：00〜 全体会 ● 学長あいさつ　● 学生生活について

11：20〜 学部（学科）説明会 ● 教育方針等の説明

11：50～ 個別面談（要申込） ● 学科の先生方による個別面談

プ
ロ
グ
ラ
ム

10：00〜 受付

10：30〜 全体会

12：00〜 昼食懇談会

12：50〜 個別面談

その他のプログラム

大 学 会 場
＊1・2年生の保護者様限定。開催日ごとに対象学部が異なります。ご注意ください。

　＊すべての学部・学年の保護者様が対象です。

11/9（土） 人文学部・応用生物学部・
生命健康科学部・現代教育学部

対象
学部 11/16（土）工学部・経営情報学部・

国際関係学部
対象
学部

お申し込み
受付

お申し込みの上、お近くの会場へご参加ください。
専用申込書でお申し込みされていない方は、

ご希望の会場・期日を選び、事務局まで至急お申し込みください。

6月に中部大学で開催しました3･4年生の保護者対象「父母との集い」には800名を超える保護者の皆様にご参加いただきました。

9月からは広島会場をはじめ各地区6会場、11月には大学会場（1･2年生の保護者対象）にて開催されます。

ご子息・ご息女の大学生活全般を知ることができるこの絶好の機会にぜひご参加いただき、情報入手、情報交換の場としてお役立てください。

各種相談を
受け付けます

● 学生生活
● 就職　● 留学

11：50～

岐 阜 会 場
岐阜グランドホテル

10/13
（日）

浜 松 会 場
ホテルクラウンパレス浜松

10/26
（土）

広 島 会 場
ザ・ロイヤルパークホテル
広島リバーサイド

9/14
（土）

松 本 会 場
ホテルモンターニュ松本

9/22
（日）

富山会 場
ホテルグランテラス富山

9/28
（土）

四日市 会 場
四日市都ホテル

11/23
（土）

 「父母との集い」ご案内
2 0 1 9 年 度

◆ 学生によるおもてなしキャンパスツアー
◆ 学食ランチ体験
◆ ミニ講演会

検索
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好きなことに夢 中になる。他 愛もない 話で 盛り上 がる。
人 はひとりきりで 笑えない 。仲 間 がそばにいるから笑 い 合えるんだ。
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 TOPICSChubu University

2018年12月、工学部新棟の15号館が完成し、この春学期から本

格的に利用が始まりました。主に宇宙航空理工学科の教育研究エ

リアとして使用されるこの建物は、鉄筋コンクリート造りの地上5階

建て。1階には低速用と超高速用の風洞実験施設をはじめ、2階か

ら4階には、材料の強度試験を行う装置やプラズマ生成装置など

が置かれ、画像計測や電気電子計測等を行う実験室なども入って

います。また、5階には、学生が初級滑空機の製作を行う工房「飛

行機工房」があり、飛行機を実際に作りながら課題を自ら発見して

いく航空人材育成を行っていきます。

工学部新棟の15号館が
今春から本格始動。

学校法人中部大学は2018年12月、
創立80周年を迎えました。
学校法人中部大学は、1938年、名古屋市鶴舞の地に創立者三浦

幸平先生が名古屋第一工学校を開校したことがその始まりです。

以来、学園は発展を続け、現在では、中部大学、中部大学第一高

等学校、中部大学春日丘高等学校、中部大学春日丘中学校の4校

に、14,000人を超える学生・生徒および約1,000人の教職員が集

う総合学園となりました。

本学は、2018年に80周年記念事業として工学部に2学科を開設。

また、2019年度には記念式典などさまざまな周年事業の開催を予

定しています。創立者三浦幸平先生の建学の精神、「不言実行、

あてになる人間」のもと、本学は今後も総合学園としてますますの

充実を図っていきます。
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利用料金

食事料金
朝食 和食 500円

夕食
A食 2,000円
B食 3,000円
お子様メニュー（小学校3年生以下） 1,000円

特別メニュー
刺身舟盛り 9,000円
特・飛騨牛ステーキ（150g） 3,600円
土瓶蒸し 820円

奥 飛 騨 温 泉 郷にある落 差
64m、幅6mの平湯大滝。冬に
は、結氷した滝をライトアップ
する平湯大滝結氷まつりが開
催されています。

平湯大滝

飛騨の小京都と呼ばれ、城下
町・商家町の姿が保全された
古い街並みと自然が美しい高
山。魅力的なグルメも盛りだく
さんです。

高山

四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
が
楽
し
め
る

中
部
大
学

新
穂
高
山
荘
の

ご
案
内

※夕食無しのお申し込みは、原則受け付けておりません。
※昼食はおにぎり2個（300円）、または連泊の場合は仕出し弁当の手配が可能（ただし天候等に
　より対応できない場合もあります）。
※お支払いは、現地での現金精算のみです。電子マネー、クレジットカードはご利用いただけません。

https://www3.chubu.ac.jp/shinhodaka/
詳細はホームページをご覧ください。

中部大学新穂高山荘
〒506-1421 岐阜県高山市奥飛騨温泉郷神坂577-68

shinhodaka3405@hidatakayama.ne.jp

0578-89-2330
■受付時間／平日：9時～18時（13時～14時は除く）、
	 土曜：9時～12時
※木曜、日曜、祝日、第２・４火曜は、予約休業日。その他、学園の行事対応等で電話に出られない
　場合もありますのでご了承ください。

※Eメール、FAXの場合は、ホームページに掲載の申込書を添付・送信のこと。

予約方法

当日は学生証をお忘れなく！

Eメール、FAX、電話いずれも可。
予約は新穂高山荘へ直接！

部屋料金 本館の一般室（1人1泊）

◆在学生…3,500円（1人追加ごとに＋500円）
◆在学生の家族・本学卒業生…6,000円
（1人追加ごとに+1,500円、12歳未満であれば＋750円）

※部屋代のほか、大人（12歳以上）1人につき150円の入湯税がかかります。
※代表者以外は本学の関係者でなくても宿泊可能です。

標高2,000mを超える絶景を楽
しむことができる、日本唯一の
2階建てロープウェイ。季節ご
とに移り変わる景色を堪能で
きます。

新穂高ロープウェイ

Eメール

0578-89-3405FAX

予約専用電話 

おすすめ周辺観光スポット
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中部大学キャンパスマップ

住居移転、町名変更などにより住所が変更された場合は、
学生支援課へ「保証人氏名・住所等変更届」をご提出くださいますようお願いいたします。

後援会について ●「父母との集い」

●資格取得講座　●学内企業説明会

成績・学業に関すること ●試験・各種証明書（成績・在学・卒業・卒業見込）　
●その他、就学上の相談

学生生活について

就職について

●休学・退学　●奨学金（学内）　●各種願・届（住所変更等）
●課外活動　●傷害保険　●アルバイト

●学生相談　●カウンセラー紹介

●日本学生支援機構奨学金

Campus Map

お問い合わせ内容
テレフォンガイド

中部大学ホームページもご利用ください。https://www.chubu.ac.jp/

信頼Vol.65　編集・発行／中部大学後援会事務局　発行日／2019年8月1日
住所／〒487-8501　愛知県春日井市松本町1200番地　中部大学内 電話／0568-51-4745

中部大学／代表番号    0568-51-1111

後援会事務局（渉外課）
0568-51-4745（直通）

教務支援課
0568-51-4593（直通）

学生支援課
0568-51-4697（直通）

学生相談室
0568-51-9843（直通）

日本学生支援機構奨学金
0568-51-9315（直通）

キャリア支援課
0568-51-4184（直通）

インターンシップオフィス
0568-51-5198（直通）

会計課
0568-51-3018（直通）

入試広報課　入試事務課
※入試情報ホットライン 0120-873941（直通）

国際センター
0568-51-4694（直通）

エクステンションセンター
0568-51-4392（直通）

渉外課
0568-51-5250（直通）

住所変更に
ついて

N

学費・その他の納付金について

入学試験について

●インターンシップ

担当部署

国際交流（留学）について

生涯学習に関すること ●公開講座　●オープンカレッジ　●サテライトカレッジ

中部大学音楽祭・
キャンパスコンサートについて

人文学部

応用生物学部

工学部

生命健康科学部

経営情報学部

現代教育学部

国際関係学部

1号館

24号館
リサーチ
センター

附属三浦記念図書館

三浦幸平
メモリアルホール

武道体育館

キャンパス
プラザ

第１
学生ホール

体育館・講堂

サブアリーナ

高電圧
実験室

第3
学生ホール

洞雲亭／
工法庵／
爛柯軒

フロンティア
研究棟

温室棟

体育・文化
センター

9号館

クラブ・サークル
プラザ 不言実行館

2号館

17号館

3号館

6号館

新5号館

16号館

7号館

8号館

19
号
館

5
号
館

51号館

50号館

70
号
館

71
号
館

28
号館

15
号館

25号館

53
号館

55号館

72号館

21号館

22号館

52
号館

32号館 33号館

36号館

31号館

20号館10号館

30号館

18号館
11号館

14号館

サブグラウンド

メイングラウンド

野球場

野球部
室内練習場

第１学生駐車場

第２学生駐車場

正門

時計塔

バス停

立体
駐車場

天文台
天体観測所

テニスコート

27号館

26号館




